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桜井市では、平成 20 年 8 月に「卑弥呼の里・桜井ふるさと寄附金」を設置し、邪馬台国のロマンに心魅かれる
人や桜井市を応援してくださる人からの寄附を募っています。遺跡の現地説明会や考古学フォーラム、市内で行わ
れる各種イベント等でＰＲ活動を継続しています。これまでに、下記のとおり市内外からたくさんの寄附をいただ
きました。                                                                                                                             ＜平成 26 年 3月末現在＞

事業名
個人 団体

合計市内 市外 市内 市外
件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

①�纒向遺跡の調査研
究・保存活用 71 666,400 952 13,343,018 6 140,700 8 295,000 1,037 14,445,118

②産業又は観光の振興 7 21,000 63 531,000 2 2,000,000 0 0 72 2,552,000
③自然環境の保全 2 18,000 208 1,706,750 2 1,300,000 0 0 212 3,024,750
④医療又は福祉の充実 11 355,000 108 2,649,500 0 0 2 70,000 121 3,074,500
⑤教育又は文化の振興 9 62,000 122 1,252,000 0 0 0 0 131 1,314,000
⑥�消防、救急又は防災
の充実 8 35,000 19 146,000 1 1,000,000 0 0 28 1,181,000

⑦指定無し 15 2,341,000 432 3,865,000 3 2,777,106 1 500,000 451 9,483,106
合計 123 3,498,400 1,904 23,493,268 14 7,217,806 11 865,000 2,052 35,074,474

平成 22 年度までの寄附金総額 21,989,324
平成 23 年度寄附金総額 2,269,500
平成 24 年度寄附金総額 3,744,650
平成 25 年度寄附金総額 7,071,000
平成 26 年 3月 31 日現在の合計額 35,074,474

2,000 円以上寄附していただいた人には、税金の還元制度
があります。また、5,000 円以上寄附していただいた人には桜
井市の特産品を進呈します。申込み・支払方法等詳しい内容は、
税務課市民税係へ問い合わせてください。

みなさんの応援のもと、魅力あふれるまちづくりに向けて
取り組んでいきますので、今後もご協力をお願いします。

◆�「纒向遺跡の調査研究・保存活用」に 100 万円を活
用させていただきました。
現地説明会の開催
　纒向遺跡第 180 次調査の現
地説明会を 2 月 9 日に開催し、　
約 1,700 名が参加されました。
今回の調査は、一連の範囲確
認調査では初めて JR 桜井線の
東側を調査したもので、新たな建物遺構や区画溝など
が展開することが確認されました。

調査研究情報の発信
　纒向学研究センターにおいて様々な研究活動を行う
とともに、情報発信事業としてホームページの運営を
行いました。また、「研究紀要」・「センター年報」・「纒
向考古学通信」などを刊行し、全国の大学や研究機関
等に発送させていただきました。

普及事業の開催
　市民を対象とした入門講座「纒向考古楽講座」を開
催するとともに、市立図書館において平成 25 年 7 月
と平成 26 年 1 月に「纒向学セミナー」を開催し、そ
れぞれ約 280 名が参加されました。

　また、首都圏における桜井市や纒向遺跡の知名度の
向上と調査研究成果の発信を目的として平成 25 年 11
月 4 日に千代田区有楽町のよみうりホールで、東京
フォーラム「纒向出現Ⅱ」を市の主催、読売新聞社の
後援により開催し、約 900 人の方が参加されました。

◆�「桜井市市民協働推進補助金」に 72万 9,400 円を活
用させていただきました。
　市民のみなさんが取り組む
新たな公益活動を応援する事
業補助制度として活用いたし
ま し た。 平 成 25 年 6 月 27
日に事業審査会を行い、応募団体は一般傍聴可能な公
開型プレゼンテーションを通してそれぞれの企画を発
表しました。平成 25 年度は 8 つの事業が採択され、
市内各地で公益的な活動を行いました。

▽問い合わせ先　税務課市民税係
　　　　　　　　（ 42 ‐ 9111 内線 545）　【税務課】

平成 25 年度に卑弥呼の里・桜井ふるさと寄附金を活用させていただいた事業

卑弥呼の里・桜井ふるさと寄附金のご報告

纒
向
学
セ
ミ
ナ
ー

東
京
フ
ォ
ー
ラ
ム
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　幼稚園では、一人一人の育ちを大切にし、友達との遊びを中心とした生活の中で、感動
する心や自分で考え行動する意欲・きまりを守ろうとする態度等を育て、生きていくため
の基礎となる力を身につけていく教育の場です。

幼稚園ってどんなところ？

『預かり保育』
　教育時間終了後、仕事や家庭の都
合など保護者の希望に応じて、月～
金曜日の午後４時まで『預かり保育』
を行っています。(夏･冬休みも実施)
※ 3歳児は 9月から実施

各幼稚園の所在地と電話番号＜保育サポートのボランティアを募集します。詳細は近くの幼稚園まで＞

桜井南幼稚園（河西２０７） ４３‐２９４７ 　　　安 倍 幼 稚 園（生田５７８） ４２‐３６０８
桜井西幼稚園（大福３５６） ４２‐９１０７ 　　　三 輪 幼 稚 園（三輪３２４） ４２‐６０７７
織田纒向幼稚園（芝１８３５） ４３‐０２４０ 　　　　　　

＝桜井市公立幼稚園＝

～幼児期の学びは、友達との遊びから～

【学校教育課　 ４２‐９１１１内線６０７】

ふれあい体験。
「やぎさん、ごはんを
どうぞ！」優しい気
持ちが育ちます。

みんなで誕生会。
お家の人も一緒にお祝
いし、大きくなった喜
びや命の大切さを学び
ます。

火事だ！出動‼
「大きくなったら消防
士さんになりたい！」
防火の大切さを学び
ます。

「 ソ ー レ！ １ . ２ の
３！」みんなでバルー
ンを膨らませ、運動遊
びを楽しみます。

月・火・木・金 水

登　園 登　園

いろいろな
遊びをする

いろいろな
遊びをする

片付け 片付け

クラス全体で
活動する

クラス全体で
活動する

昼　食 降　園

いろいろな
遊びをする

預かり保育

降　園

預かり保育

8:30

11:30

14:00

16:00

幼稚園の一日

笑顔いっぱい楽しく学ぶ幼稚園
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◆
対
象
者

　

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
人

①
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

②�

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
、
市
内
の
自
ら
が
住
む
住
宅

に
設
置
し
た
人
、
ま
た
は
市
内

で
自
ら
が
住
む
た
め
に
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

し
た
新
築
住
宅
を
購
入
し
た
人

※�

店
舗
等
商
業
施
設
を
兼
ね
た
住

宅
や
共
同
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

③�
次
の
Ⅰ
ま
た
は
Ⅱ
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人

Ⅰ�
平
成
25
年
４
月
17
日
か
ら
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
国

（
Ｊ
‐
Ｐ
Ｅ
Ｃ
『
太
陽
光
発
電

普
及
拡
大
セ
ン
タ
ー
』）
に
「
補

助
金
申
込
書
」を
提
出
し
た
後
、

交
付
決
定
を
受
け
た
人

Ⅱ�

国
の
補
助
金
申
込
書
の
受
付
終

了
後
（
平
成
26
年
４
月
１
日
以

後
）に
国（
経
済
産
業
省
）の「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
取
制
度
」
に
基
づ
く
10‌

kw

未
満
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
認

定
を
受
け
た
人
で
、
電
力
会
社

と
系
統
連
系
に
伴
う
電
力
受
給

契
約
を
自
ら
締
結
し
た
人

④
市
税
等
の
滞
納
が
な
い
人

⑤�

暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為

の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
第
２

条
第
６
号
に
規
定
す
る
暴
力
団

員
で
は
な
い
人
、
ま
た
そ
の
者

と
社
会
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き

関
係
に
な
い
人

※�

三
輪
山
之
辺
風
致
地
区
、
鳥
見

山
風
致
地
区
、
磐
余
風
致
地
区

に
お
い
て
設
置
す
る
場
合
は
、

設
置
前
に
都
市
計
画
課
（

42

‐
９
１
１
１
内
線
２
２
３
）
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※�

大
和
青
垣
国
定
公
園
、
景
観
保

全
地
区
、
環
境
保
全
地
区
に
お

い
て
設
置
す
る
場
合
は
、
設
置

前
に
必
ず
県
景
観
・
自
然
環
境

課
自
然
環
境
係
（

０
７
４
２

‐
27
‐
８
７
５
７
）
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆�

奨
励
金
の
交
付
額
・
交
付

件
数

　

桜
井
市
商
工
会
発
行
の
「
市
内

共
通
商
品
券
」に
て
交
付
し
ま
す
。

交
付
額
は
１
件
当
た
り
５
万
円

分
・
交
付
件
数
60
件
。（
先
着
順
）

※�

た
だ
し
、
同
一
の
住
宅
に
つ
き

１
回
限
り
と
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

７
月
１
日
（
火
）
か
ら
平
成
27

年
３
月
31
日
（
火
）
ま
で
の
午
前

９
時
か
ら
午
後
５
時
（
土
・
日
・

祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
～
１
月
３

日
は
除
く
）
に
奨
励
金
交
付
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
環
境

総
務
課
（
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
管

理
工
房
棟
４
階
）
ま
で
直
接
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
の
受
付

は
で
き
ま
せ
ん
。）

※�

受
付
期
間
内
で
あ
っ
て
も
予
算

の
範
囲
を
超
え
る
日
を
も
っ
て

受
付
を
締
め
切
り
ま
す
。

◆
申
請
方
法

　

奨
励
金
交
付
申
請
書
・
納
税
状

況
確
認
の
承
諾
書
（
環
境
総
務
課

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
入
手

で
き
ま
す
）
に
必
要
書
類
を
添
え

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
必
要
書
類

（
１
）�

住
民
票
の
写
し
（
発
行
か

ら
３
か
月
以
内
の
原
本
）

（
２
）
納
税
状
況
確
認
の
承
諾
書

（
３
）�

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
状

態
を
示
す
カ
ラ
ー
写
真

（
４
）
次
の
い
ず
れ
か
の
書
類

○�

上
記
の
対
象
者
③
の
Ⅰ
に
該
当

す
る
人
は
、
国
の
補
助
金
交
付

決
定
通
知
書
原
本
（
確
認
後
返

却
）（
通
知
書
の
受
理
決
定
番
号

（
14
桁
）
が
50
で
始
ま
る
も
の
）

○�

上
記
の
対
象
者
③
の
Ⅱ
に
該
当

す
る
人
は
、
次
の
書
類
の
写
し

が
す
べ
て
必
要
で
す
。

・�

電
力
会
社
と
の
電
力
受
給
契
約

に
関
す
る
書
類
の
写
し

・�

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に
係
る

工
事
請
負
契
約
書
（
発
電
シ
ス

テ
ム
が
設
置
さ
れ
た
新
築
住
宅

を
購
入
し
た
場
合
は
、
売
買
契

約
書
）
の
写
し

・�

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
費
に
係

る
領
収
書
お
よ
び
内
訳
明
細
書

の
写
し

▽�
問
い
合
わ
せ
先　

環
境
総
務
課

（

45
‐
２
０
０
１
）【

環
境
部
】

※�再生可能なエネルギーの普及により、温室効果ガスの削減を図り、
地球温暖化対策を推進するため、住宅用太陽光発電システムを設置
した人に予算の範囲内において「市内共通商品券」を交付します。

住宅用太陽光発電システム
　　　設置奨励金を交付します
住宅用太陽光発電システム
　　　設置奨励金を交付します

清
掃
公
社
か
ら

   

浄
化
槽
清
掃
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　

     

お
知
ら
せ

　
「
浄
化
槽
法
」
で
は
、
１
年

に
１
回
清
掃
す
る
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
浄
化
槽

を
清
掃
し
な
い
と
、
河
川
の
汚

染
や
浄
化
槽
の
故
障
（
詰
ま
り
）

の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で
、
１

年
に
１
回
清
掃
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。
申
込
は
清
掃
公
社
ま

で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

【
清
掃
公
社

 

45
‐
２
０
０
５
】

効
率
的
な
ご
み
収
集
の

　
　
　
　

   

た
め
の
お
願
い

　

家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
方
式
（
一
定
の
戸

数
、
区
域
ご
と
に
集
積
場
所
を

設
け
る
こ
と
）
で
収
集
し
、
集

積
場
所
を
出
来
る
限
り
少
な
く

す
る
の
が
効
率
的
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
ご
み
カ
レ
ン
ダ
ー

で
確
認
し
、
決
め
ら
れ
た
日
の

決
め
ら
れ
た
時
間
（
午
前
８
時

30
分
）
ま
で
に
、
決
め
ら
れ
た

場
所
に
出
す
ル
ー
ル
を
守
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

集
積
場
所
は
、
区
長
・
総
代

等
の
申
し
出
に
よ
り
、
環
境
部

と
協
議
し
て
決
め
て
い
ま
す
。

　

収
集
車
が
安
全
か
つ
効
率
的

に
運
行
で
き
る
よ
う
に
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。　　
　

   【
環
境
部
】
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担当地域包括名
担当中学校区

運動教室 栄養教室 口腔教室
会場体力測定・ストレッチ・

筋力アップ体操　等
管理栄養士による講義・
カロリー食実習　等

歯科衛生士による口内状
態確認・講義　等

桜井市地域包括
支援センター
のぞみ
42 ‐ 5590

桜井中学校区

「頭と体のエクササイズ」
＊全 12 回コース＊
▽日時　8月～
　隔週土曜日実施
　午後１時 30 分～３時
▽定員　20 名

「もっと食べることを楽し
みましょう」
＊全４回コース＊
▽日時　11 月～ 2月
　火曜日
　午前 10 時～ 11 時
　※ �1/24（土）午前 10
時～正午：調理実習

▽定員　10 名

「お口の健康について学
び、食事をおいしく・楽
しく・安全に食べましょ
う」
＊全５回コース＊
▽日時 9月～ 11 月
　木曜日
　午前 10 時～ 11 時
▽定員　10 名

大和
桜井園

必要者な人のみ、相談により送迎可能

桜井市地域包括
支援センター
きずな
44 ‐ 3655

桜井東中学校区

＊全 12 回コース＊
▽日時　7月～ 12 月
　（月 2回）　土曜日
　午前 10 時 30 分～正午
▽定員　20 名

＊全３回コース＊
▽日時　10 月～ 12 月
　（月 1回）
　午前 10 時 30 分～正午
▽定員　25 名

＊全３回コース＊
▽日時　7月～ 9月
　（月 1回）
　午前 10 時 30 分～正午
▽定員　25 名 秀華苑

「活き活きクラブ」
＊全 5回コース＊

▽日時　10 月～ 2月　午前 10 時 30 分～正午（月 1回）
▽定員　25 名

必要者な人のみ、相談により送迎可能

桜井市地域包括
支援センター
きぼう
46 ‐ 1023

桜井西中学校区

「いきいき健康教室」
＊全 12 回コース＊
▽日時　7月～ 12 月
　（月 2回）　木曜日
　午後１時 30 分～３時
▽定員　20 名

「おいしく健口教室」
※栄養と口腔の合同プログラムになります
＊全 6回コース＊
▽日時　10 月～ 12 月（月 2回）
　午後１時 30 分～２時 30 分
▽定員　20 名

シルバーケア
まほろば

必要者な人のみ、相談により送迎可能
桜井市地域包括
支援センター
ひかり
45 ‐ 3651

大三輪中学校区

※コース内容は運動・栄養・口腔教室の合同プログラムになります
＊全 12 回コース＊

▽日時　7月～ 12 月 （月 2回）　午前 10 時～ 11 時 30 分
▽定員　 20 名

やまのべ
グリーン
ヒルズ

必要者な人のみ、相談により送迎可能

 桜井市地域包括支援センター

 介 護 予 防 教 室 の 案 内 《参加費無料》

▽対象者　市内在住の 68 歳以上 78 歳未満で介護認定を受けていない人

※日時・内容については変更する場合があります。

▽問い合わせ先　お住まいの中学校区担当の各包括支援センター　　　　　　　　　　　　　　　　   【高齢福祉課】

「
大
和
さ
く
ら
い
万
葉
ま
つ
り
」 

 

開
催
決
定
！

◎�

現
代
版 

海つ

ば

い

ち

柘
榴
市
出
店
者
を
募
集

し
ま
す
。

〇�

１
ブ
ー
ス
の
店
舗
形
状
は
間
口

2.7
ｍ
×
奥
行
1.8
ｍ

〇�

店
舗
内
の
テ
ー
ブ
ル
・
イ
ス
等
は

各
自
で
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

☆�

出
店
料
等
応
募
に
関
す
る
書
類
を

送
り
ま
す
の
で
事
務
局
ま
で
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

   【
６
月
27
日
（
金
）
締
切
】

◎�

「
ま
つ
り
」
を
一
緒
に
つ
く
り
ま
せ

ん
か
？

　

万
葉
ま
つ
り
を
一
緒
に
作
り
上
げ

て
い
く
メ
ン
バ
ー
を
大
募
集
し
て
い

ま
す
。
ま
ず
は
気
軽
に
実
行
委
員
会

の
企
画
会
議
を
チ
ラ
ッ
と
覗
き
に
き

て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
も
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
事
務
局
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

大
和
さ
く
ら
い

万
葉
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
事
務
局
窓
口
：
観
光
ま
ち
づ
く
り

課

42
‐
９
１
１
１
内
線
３
４
２

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・http://m

anyou-
fes.jp/

）　  【
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
】

◎
開
催
日　

９
月
６
日
（
土
）

◎
場
所　

金
屋
河
川
敷
公
園

                  

特
設
会
場
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番号のおかけ間違いのないようにご注意ください。

７
乳幼児対象事業（妊婦・乳幼児と保護者対象）

乳幼児健康診査（対象者には個人通知します）
事業名 対象者 日時（受付時間）場所 内容 持ち物

４か月児
健康診査

平成 26 年 3 月 1 日～
3月 15 日生まれ

7月18 日（金）
13：00 ～ 14：00

保
健
会
館

身体計測・問診・診察（内
科）・離乳食の話・育児
相談

母子健康手帳・乳幼
児健康管理票・問診
票・バスタオル平成 26 年 3 月 16 日～

3月 31 日生まれ
7月31 日（木）
13：00 ～ 14：00

10 か月児
健康診査

平成 25 年 9 月 1 日～
9月 15 日生まれ

7月17 日（木）
13：00 ～ 14：00 身体計測・問診・診察（内

科）・育児相談・歯科相談・
栄養相談

母子健康手帳・問診
票・バスタオル平成 25年 9月 16 日

～ 9月 30 日生まれ
7月30 日（水）
13：00 ～ 14：00

1 歳 6か月児
健康診査

平成 24年 12 月 1日～
12 月 15 日生まれ

7月2日（水）
13：00 ～ 14：00

身体計測・問診・診察（内
科・歯科）・育児相談・
歯科相談・栄養相談・発
達相談

母子健康手帳・健康
診査票・歯科診査票平成 24 年 12 月 16 日

～ 12 月 31 日生まれ
7月3日（木）
13：00 ～ 14：00

2 歳 6か月児
歯科健康診査

平成23 年12 月生まれ 7月3日（木）
  9：00 ～ 10：00

問診・診察（歯科）・歯
科相談・育児相談
※�保護者の歯科健診も実
施しています。

母子健康手帳・歯科
診査票（子ども用・
保護者用）・質問票・
ハブラシ・タオル

3 歳 6か月児
健康診査

平成 22年 12 月 1日～
12 月 15 日生まれ

7月24 日（木）
13：00 ～ 14：00

尿検査・身体計測・問診・
診察（内科・歯科）・育児
相談・歯科相談・栄養相
談・発達相談

母子健康手帳・健康
診査票・アンケート
票・当日朝一番の尿平成 22 年 12 月 16 日

～ 12 月 31 日生まれ
7月25 日（金）
13：00 ～ 14：00

相談・教室
事業名 対象者 日時 場所 内容 持ち物 申込

すくすく相談
（乳幼児

健康相談）

主に生後 9 か月未
満の乳児

7月15 日（火） 
 9：30 ～ 10：00 ▲ 保

健
会
館

身体計測・育児相談・栄
養相談

母子健康手帳・
バスタオル

不
要主に生後 9 か月～

1歳 7か月未満の乳
幼児

7月30 日（水）  
9：30 ～ 10：00 ▲

もぐもぐ教室
（離乳食教室）

◆

生後 5 か月～ 8 か
月未満の乳児の保
護者

7月10 日（木）
13：30 ～ 15：00 ◎

中
央

公
民
館

離乳食の話・実演・試食
※対象児に限り託児あり
（託児定員　12 名）

母子健康手帳・
筆記用具 要

マタニティ
教室　　　◆

妊娠 4か月～ 8か
月未満の妊婦及び
その家族

7月 7日（月）
9：30 ～ 12：00 ◎ ●

ママのからだの話（保健
師）妊娠中の食生活の話
（栄養士）

母子健康手帳・
筆記用具

要
（
定
員
20
組
）

7 月 14 日（月）
9：30 ～ 12：00 ◎ 保

健
会
館

生まれたばかりの赤ちゃ
んの話、沐浴実習等（助
産師・保健師）

7月 29 日（火）
9：30 ～ 12：00 ◎

赤ちゃんとママの歯の話
（歯科衛生士）子育てサー
ビスの話（保健師）

▲…受付時間　◎…実施時間　●…まほろばセンターエルト桜井 2階
◆…〈要申込〉の事業は電話で健康推進課（ 45‐ 3443）まで。
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事 業 名 対 象 者 日時（受付時間） 場所 内 容 料 金 申 込

胃がん・肺
がんセット
検診

35 歳以上の
市民

７月７日（月）
9：00 ～ 11：20

市
役
所

胃がん検診：
バリウムを飲んで胃
部のレントゲン撮影

900 円
要

（定員
15 名）

７月 14 日（月）
9：00 ～ 11：20

肺がん検診：
胸部のレントゲン撮
影と痰の検査（必要
な人のみ）

無料
（ただし、痰の
検査が必要な
場合は300円）

※申込みは電話で医療センター（ 45 ‐ 2505）、または健康推進課（ 45 ‐ 3443）まで（定員になり次
第締め切りになります）。妊娠中又は妊娠の可能性のある人、授乳中の人は検診を受けることができません。
胃腸疾患の治療中の人はかかりつけの医療機関で受診してください。

◎検（健）診をうけましょう！◎

　

熱
中
症
は
突
然
気
温
が
上
が
っ
た
日
や
、

梅
雨
明
け
の
蒸
し
暑
い
日
に
よ
く
起
こ
り

ま
す
。

　

熱
中
症
を
正
し
く
理
解
し
、
予
防
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

◆�

熱
中
症
が
起
こ
り
や
す
い
環
境

１
気
温
・
湿
度
が
高
い
と
き

２
風
が
な
い
と
き

３
急
に
暑
く
な
っ
た
と
き

４�

日
差
し
・
照
り
返
し
が
強
い
と
き

５�

激
し
い
運
動
等
に
よ
っ
て
体
内
に
著
し

い
熱
が
生
産
さ
れ
た
と
き

６�

暑
い
環
境
に
体
が
十
分
に
対
応
で
き
て

い
な
い
と
き

◆
予
防
方
法

１�

こ
ま
め
に
水
分
と
塩
分
の
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

（�

特
に
体
温
調
節
が
十
分
で
な
い
高
齢
者
、

乳
幼
児
は
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。）

２�

エ
ア
コ
ン
・
扇
風
機
を
上
手
に
利
用
し
ま

し
ょ
う
。

３�

通
気
性
の
良
い
、
吸
湿
・
速
乾
の
服
装
を

し
ま
し
ょ
う
。

４�

野
外
活
動
時
は
こ
ま
め
に
休
憩
を
と
り
、

無
理
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆�

熱
中
症
を
疑
っ
た
と
き
の
対
処
方
法

１�

風
通
し
の
よ
い
日
陰
や
、
で
き
れ
ば
ク
ー

ラ
ー
が
効
い
て
い
る
室
内
で
衣
服
を
ゆ

る
め
、
休
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

２�

体
に
ぬ
れ
タ
オ
ル
を
あ
て
る
な
ど
し
て
、

体
を
冷
や
し
ま
し
ょ
う
。

３�

水
分
・
塩
分
の
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
。

４�

自
力
で
水
分
が
と
れ
な
い
と
き
は
、
す
ぐ

に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

6 月は食育月間です
　毎年 6月は食育月間です。「食育月間」は、国、地方公共団体、関係団体等が協力して、食育推進運動を重点
的かつ効果的に実施し、食育の国民への浸透を図るための月間として、「食育推進基本計画」により定められました。
　桜井市でもこの度「食育推進計画」を策定しました。概要は以下の通りです。

基本理念　「食の大切さを理解し、食を通して豊かな人間性を育む」
～　豊かな恵みに感謝し　食からはじまる　まちづくり　～

重点課題
1生活習慣病予防のための食生活の推進 2家族や仲間と楽しく食卓を囲む機会の推進 3朝食を食べることの推進

家庭における食育
・生活習慣病予防、改善
・歯の健康増進
・楽しく食事をする習慣づくり
・「早寝早起き朝ごはん」運動
・�自らが取り組み子に伝える食育

学校における食育
・�学校、保育所、幼稚園における
食に関する指導
・給食指導
・家庭への情報発信
・体験活動の充実

地域における食育
・�生活習慣病予防のための食生活
の普及
・�地域における学習会の提供と
   啓発活動
・地域の食文化の継承
・�食生活改善推進員の育成と活動
の充実

①�食の大切さを
理解し、健全
な食の実践

②�楽しんで食べ
る「共食」の
推進

③�「早寝早起き
朝ごはん」運
動の推進

④�食文化の理解
と継承

⑤���食に対する関
心と感謝の気
持ちの醸成

⑥�食の安全と情
報の提供

基 本 方 針

ライフステージにおける食育【妊娠期・乳幼児期・学齢期・青年期・壮年期・高齢期】

熱
中
症
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
！
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　国の制度により、平成 26 年 4 月 20 日現在市民
である人のうち、下記の年齢に該当する人に子宮頸
がん・乳がん・大腸がん（男性は大腸がんのみ）の
検診料金が無料になる「無料クーポン券」を発行す
ることになりました。該当者には、5 月末に「無料クー
ポン券」と ｢検診手帳｣ を送付しています。早期発
見・早期治療のため、この機会にぜひ受診しましょ
う。4 月 21 日以降の転入者等でお手元に桜井市の
無料クーポン券が届いていない人は健康推進課まで
連絡してください。
　検診期間は、平成 27 年 2 月 28 日までです。なお、
乳がん検診を受診希望される人は、平成 27 年 1 月
30 日までに健康推進課まで電話申込みが必要です。
※�本制度開始に伴い、特に乳がん検診は混雑が予想
されますので、早めの受診をお願いします。

　なお、上記対象者以外の人も、子宮頸がん・乳が
ん検診は２年に１回、大腸がん検診は１年に１回の
公費負担制度（一部自己負担あり）を利用して受診す
ることができます。詳しくは問い合わせてください。
　

対象者の生年月日【4月 20 日現在、下記の年齢に該
当する人に送付（男性は大腸がん検診のみ）】

　問い合わせ先　健康推進課（　45 ‐ 3443）

大腸がん検診
40 歳 昭和 48 年４月 2日～昭和 49 年 4月 1日
45 歳 昭和 43 年４月 2日～昭和 44 年 4月 1日
50 歳 昭和 38 年４月 2日～昭和 39 年 4月 1日
55 歳 昭和 33 年４月 2日～昭和 34 年 4月 1日
60 歳 昭和 28 年４月 2日～昭和 29 年 4月 1日

　上記以外に、平成 21 ～ 24 年度に無料クーポン券
の対象者であり、券を使用してがん検診を受けていな
い人も対象になります（ただし、子宮がんは昭和４８
年４月２日生以降、乳がんは昭和２８年４月２日生以
降の人が対象です）。該当者には上記対象者と同じく
５月末にクーポン券を送付しています。

①
歯
周
疾
患
検
診 

▽�
対
象　

桜
井
市
内
に
居
住
す
る
平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
で
左
記
の

年
齢
に
該
当
す
る
人

40
歳
（
昭
和
48
年
４
月
１
日
～
昭
和
49
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
の
人

50
歳
（
昭
和
38
年
４
月
１
日
～
昭
和
39
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
の
人

60
歳
（
昭
和
28
年
４
月
１
日
～
昭
和
29
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
の
人

70
歳
（
昭
和
18
年
４
月
１
日
～
昭
和
19
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）
の
人

▽�

検
診
内
容　

問
診
・
歯
周
組
織
検
査
（
診
察
）

▽
料
金　

無
料 

②
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

▽�

対
象　

桜
井
市
内
に
居
住
す
る
平
成
26
年
３
月
31
日
現
在
で
左
記
の

年
齢
に
該
当
す
る
女
性

40
歳
（
昭
和
48
年
４
月
１
日
～
昭
和
49
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

45
歳
（
昭
和
43
年
４
月
１
日
～
昭
和
44
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

50
歳
（
昭
和
38
年
４
月
１
日
～
昭
和
39
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

55
歳
（
昭
和
33
年
４
月
１
日
～
昭
和
34
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

60
歳
（
昭
和
28
年
４
月
１
日
～
昭
和
29
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

65
歳
（
昭
和
23
年
４
月
１
日
～
昭
和
24
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

70
歳
（
昭
和
18
年
４
月
１
日
～
昭
和
19
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）の
女
性

▽
検
診
内
容　

問
診
・
骨
塩
定
量
測
定

▽�

料
金　

１
、３
０
０
円 

（
た
だ
し
、
無
料
に
な
る
人
が
い
ま
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。）

①
②
共
通

▽
実
施
期
間　

６
月
２
日
～
平
成
27
年
２
月
28
日
ま
で

▽
実
施
場
所　

市
内
実
施
医
療
機
関

▽�

申
込
方
法　

電
話
で
健
康
推
進
課
へ
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
み

後
、
①
歯
周
疾
患
検
診
問
診
票
、
②
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
問
診
票
を
送

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
診
票
を
持
っ
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
問
診
票
が
な
い
と
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
（

45
‐
３
４
４
３
）

  子宮頸がん・乳がん・大腸がん検診無料クーポンについてのお知らせ 

健
康
相
談 

　
「
健
診
結
果
が
気
に
な
る
」

「
生
活
習
慣
を
見
直
し
た
い

が
、
具
体
的
に
何
を
し
た
ら
い

い
の
？
」
等
、
生
活
習
慣
病
に

関
す
る
相
談
を
受
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
生
活
改
善
を
し
な

い
と
い
け
な
い
の
は
分
か
っ
て

い
る
け
ど
実
行
が
で
き
な
い
人

に
対
し
て
も
、
実
行
に
向
け
て

の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
必
ず

電
話
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

７
月
23
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時　

▽
場
所　

市
役
所
３
階

　
　
　
　

第
１
会
議
室

�

▽�

内
容　

保
健
師
・
管
理
栄
養

士
の
健
康
相
談
、
血

☆

圧
測
定
、

身

☆

長
・
体
重
測
定
、
体

☆

脂
肪

測
定
、
尿

☆

検
査

　

☆
は
必
要
な
人
の
み
実
施　

▽�
持
ち
物　

健
康
手
帳
、
検
査

結
果
等
、
健
康
状
態
が
わ
か

る
も
の
で
必
要
と
思
わ
れ
る

も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▽
料
金　

無
料

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
推
進
課
（

45
‐

３
４
４
３
）

要予約

子宮頸がん検診
20 歳 平成 5年４月 2日～平成 6年 4月 1日

乳がん検診
40 歳 昭和 48 年４月 2日～昭和 49 年 4月 1日

▽
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図 書 館 か ら の お 知 ら せ

おはなし会の案内（当日参加）
　『桜井おはなしの会』や『こども読

よ

未
み

知
ち

』、職員によるおはなし会を開催しています。
月 日 対 象 時 間 内 容 場 所

６

7日（土） こども（小学生から）
午後 3時～ 3時 30 分

おはなしや絵本の読み
聞かせなど おはなしのへや14 日（土） こども（3歳～ 6歳）

21 日（土） 全般 絵本の読み聞かせなど28 日（土） こども（2歳まで） 午後 3時～ 3時 15 分
※大人も入場できます

●�新しい本の情報については、図書館内の配布資料やホームページでも見ることができます。
☆�お願い　次に読みたい人が待っている場合もありますので、本の返却期限は必ず守ってください。
　　　　　期限を過ぎてもご返却がない場合、貸出停止になることがあります。
　　　　　みなさんのご理解とご協力をお願いします。
◎今月の休館日は、毎週火曜日と第２金曜日（13 日） です。

【図書館 44‐ 2600　ホームページアドレス http://www.library.sakurai.nara.jp】

●図書館文化講座（全５回）
　郷土関連および一般文学をテーマに、年間を通じて５回の講座を開催し、郷土・文学の分野で定評のある講師
を通じて深く学んでいきます。　

▽ ����申込方法　往復ハガキまたはＥメールに、講座名、郵便番号、住所、氏名、電話番号を書いて〒 633 ‐ 0051
大字河西 31 桜井市立図書館、Ｅメール：tosyokan.sakura@office.eonet.ne.jp へ申込んでください。また、図書
館カウンターでも受付しています。

▽受付期間　６月１日（日）から定員に達するまで。

出
張 

つ
ど
い
の
広
場

～
今
年
も 

市
内
の
い
ろ
ん
な
場
所
へ
出
張
し
ま
す
～

開催日 テーマ 講師

６月 28 日（土）
古事記を読む
―神武天皇記―

皇學館大学教授
大島　信生さん

９月 28 日（日）雄略天皇とその時代
京都教育大学名誉教授　
和田　萃さん

10月25日（土）
正岡子規「柿食へば…」
～正岡子規と法隆寺の背景裏話～

奈良大学名誉教授
浅田　隆さん

11月22日（土）伊勢街道　Part ３
奈良大学非常勤講師
安田　真紀子さん

11月30日（日）古事記
皇學館大学教授　
橋本　雅之さん

▽時間　午後２時～３時 30 分

▽場所　図書館研修室１

▽対象　一般

▽定員　７０名

▽ �資料代　５００円

日　　 対　　　　　象 場　　　所
6月 12 日（木） ０歳から就学前のお子さんと保護者 赤尾コミュニティ集会所

8月 19 日（火）

生後４か月～ 10 か月の乳児と保護
者限定！
※�今回のみ申込制・先着順の定員制
とさせていただきます。
７月号の広報わかざくらと市ホーム
ページで内容や申込方法等の詳細を
掲載予定です。

中央公民館３階　大会議室
赤ちゃんが楽しめる企画を
考案中

10月10日（金） ０歳から就学前のお子さんと保護者 いわれ会館

12 月　未　定 ０歳から就学前のお子さんと保護者 未定

※時間は各回 午前 10 時～正午

右
記
以
外
の
日
は
、
通
常

ど
お
り
桜
井
西
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
分
館
で
行
っ
て

い
ま
す
。

（
月
曜
日
～
金
曜
日　

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時
）

【
児
童
福
祉
課
】　

気軽に
遊びに
来てね！



10

議会だより

さくらい

市議会だより

平成 26 年
3 月定例会

　
議
会
基
本
条
例
を
制
定
！

平
成
26
年
度 

一
般
会
計
予
算
２
０
８
億
８
、７
０
０
万
円
に
！

議
会
審
議
の
あ
ら
ま
し

　

３
月
定
例
会
に
お
け
る
本
会
議

で
の
審
議
の
概
要
は
、
次
の
通
り

で
す
。

　

ま
ず
、
３
月
３
日
に
開
会
し
、

市
長
よ
り
施
政
方
針
並
び
に
提
出

議
案
の
理
由
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

次
に
、
10
日
の
本
会
議
に
お
い

て
別
記
の
と
お
り
熱
の
こ
も
っ
た

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
12
日
に
議
案
審
議
が
あ

り
、
報
告
案
件
１
件
は
全
員
異
議

な
く
承
認
さ
れ
、
議
案
第
10
号
か

ら
第
19
号
に
つ
い
て
は
、
委
員
会

付
託
を
省
略
し
て
審
議
の
結
果
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
、
議
案
第

20
号
に
つ
い
て
は
、
賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
１
号
か
ら
第
９
号
に
つ
い

て
は
、
予
算
特
別
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、こ
れ
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
員
発
議
に
よ
る
意
見
書

２
件
に
つ
い
て
、
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
22
日
に
本
会
議
が
再
開

さ
れ
予
算
特
別
委
員
会
か
ら
審
査

報
告
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
、
賛

成
多
数
で
審
査
報
告
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、委
員
会
発
議
に
よ
る「
桜

井
市
議
会
基
本
条
例
の
制
定
」
に

つ
い
て
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。
続
い
て
、
奈
良
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
議
員

の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

以
上
、
付
議
さ
れ
ま
し
た
案
件

の
審
議
は
す
べ
て
終
了
し
、
同
日

を
も
っ
て
閉
会
致
し
ま
し
た
。

▽�

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償

法
（
仮
称
）
の
制
定
を
求
め
る

陳
情
書

▽�

「
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る

法
律
の
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
」
採
択
に
関
す
る
陳
情
書

▽�

こ
れ
か
ら
の
勤
労
青
年
教
育
の

あ
り
方
に
関
す
る
要
望
書

▽�

重
要
五
品
目
の
聖
域
す
ら
守
れ

な
い
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
戦
略

的
経
済
連
携
協
定
）
交
渉
参
加

か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を
求
め
る

意
見
書
に
関
す
る
要
望
者

▽�
『「
奈
良
県
に
リ
ニ
ア
を
！
」

の
会
』
提
言
書
に
関
す
る
議
会

決
議
の
要
望
書

ト
ピ
ッ
ク
ス

○
議
会
基
本
条
例
制
定
の
目
的

　

市
政
の
意
思
を
決
定
す
る
機
関

と
し
て
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を

目
指
し
、
議
会
及
び
議
員
の
活
動

原
則
、
市
民
及
び
市
長
と
の
関

係
、
そ
の
他
議
会
に
関
す
る
基
本

的
事
項
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に

よ
り
、
市
民
全
体
の
福
祉
の
向
上

及
び
市
政
の
発
展
と
と
も
に
、
歴

史
と
文
化
と
自
然
が
生
き
づ
く
活

力
と
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
（
提
案
理
由
説
明
よ
り
抜
粋
）

※�

条
例
の
詳
し
い
内
容
や
、
条
例

（
素
案
）
に
寄
せ
ら
れ
た
ご
意

見
等
は
、
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

  

要  

望
・
陳  

情 

平成 26 年 6 月 1 日発行
‐ № 170 ‐
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議会だより

議決結果
議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

報第 1 号
専決処分の報告、承認を求める
ことについて（損害賠償の額を
定めることについて）

道路管理瑕疵による事故について、損害
賠償額を定める

承　認
（賛成全員）

議案第１号
(予算特別委員会 )

平成 26 年度桜井市一般会計予
算

予算総額 208 億 8,700 万円
（前年度比 5.0％減）

可　決
（賛成多数）

議案第２号
(予算特別委員会 )

平成 26 年度桜井市下水道事業
特別会計予算

予算総額　16億 9,614 万 6千円
可　決

（賛成全員）
議案第３号

(予算特別委員会 )
平成 26 年度桜井市住宅新築資
金等貸付金特別会計予算

予算総額　4,135 万 9千円
可　決

（賛成全員）
議案第４号

(予算特別委員会 )
平成 26 年度桜井市国民健康保
険特別会計予算

予算総額　72億 4,544 万 9千円
可　決

（賛成全員）
議案第５号

(予算特別委員会 )
平成 26 年度桜井市駐車場事業
特別会計予算

予算総額　7,008 万 2千円
可　決

（賛成全員）
議案第６号

(予算特別委員会 )
平成 26 年度桜井市簡易水道事
業特別会計予算

予算総額　3,413 万 5千円
可　決

（賛成全員）
議案第７号

(予算特別委員会 )
平成 26 年度桜井市介護保険特
別会計予算

予算総額　46億 4,200 万 3千円
可　決

（賛成全員）
議案第８号

(予算特別委員会 )
平成 26 年度桜井市後期高齢者
医療特別会計予算

予算総額　6億 5,381 万 1千円
可　決

（賛成全員）
議案第９号

(予算特別委員会 )
平成 26 年度桜井市水道事業会
計予算

収益的収入　13億 5,200 万 1千円
可　決

（賛成全員）

議案第 10号
平成 25 年度桜井市一般会計補
正予算（第 3号）

補正額　3億 1,117 万 7 千円　道路橋梁
費補助金を活用して実施する測量設計委
託料及び維持修繕工事にかかる所要額

可　決
（賛成全員）

議案第 11号
平成 25 年度桜井市下水道事業
特別会計補正予算（第 2号）

補正額　711 万 4千円 　流域下水道費で
国の補正予算による奈良県への流域下水
道事業市町村負担金

可　決
（賛成全員）

議案第 12号
平成 25 年度桜井市国民健康保
険特別会計補正予算（第 2号）

補正額　5,932 万 3 千円　療養給付費等
負担金の確定に伴う国庫返還金等

可　決
（賛成全員）

議案第 13号
平成 25 年度桜井市介護保険特
別会計補正予算（第 3号）

補正額　48万 6千円　　介護保険システ
ムの改造委託料にかかる所要額等

可　決
（賛成全員）

議案第 14号
平成 25 年度桜井市水道事業会
計補正予算（第 1号）

補正額　1,600 万円　恩ヶ芝配水池等耐
震補強工事にかかる建設改良費の追加所
要額

可　決
（賛成全員）

議案第 15号
桜井市附属機関設置条例の一部
改正について

附属機関として、新たに「桜井市 PFI 審
査会」及び「桜井市歴史文化基本構想策
定委員会」を設置する

可　決
（賛成全員）

議案第 16号
桜井市自転車等駐車場条例の一
部改正について

市営の自転車駐車場内において、適正な
運営の妨げとなっている放置自転車・原
動機付自転車について、一定の期間を経
たうえでこれらを処分することができる
よう、規定を設ける

可　決
（賛成全員）

議案第 17号
桜井市社会教育委員に関する条
例の一部改正について

社会教育法に基づく桜井市社会教育委員
の委嘱について、その基準等を定める

可　決
（賛成全員）

議案第 18号
桜井市水道事業の設置等に関す
る条例の一部改正について

桜井市水道事業の給水区域拡大のための
改正

可　決
（賛成全員）
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議会だより

予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
（
８
名
で
構
成
）

委 

員 

長　
　

土　

家　

靖　

起

副
委
員
長　
　

吉　

田　

忠　

雄

委　
　

員　
　

大　

西　
　
　

亘

〃
　
　

工　

藤  

将　

之

〃
　
　

西　
　
　

忠　

吉

〃
　
　

東　

山　

利　

克

〃
　
　

工　

藤　

行　

義　

〃
　
　

高　

谷　

二
三
男　

　

高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　
　
　

の
浴
場
が
再
開
さ
れ
る
が
、
閉

鎖
前
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
期

待
す
る
が
ど
う
か
。

答�　

老
人
ク
ラ
ブ
や
市
民
の
強

い
要
望
に
よ
り
踏
み
切
っ
た
。

せ
っ
か
く
再
開
し
た
の
で
、
皆

で
力
を
合
わ
せ
、
で
き
る
だ
け

た
く
さ
ん
の
方
に
利
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年

が
経
過
し
た
が
、
原
発
か
ら

１
７
０
キ
ロ
離
れ
て
い
て
も
、

放
射
能
の
影
響
が
残
る
地
域
が

あ
る
。
市
長
の
原
発
に
対
す
る

考
え
は
ど
う
か
。

答�　

新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の

確
保
が
十
分
に
で
き
る
ま
で
の

間
は
、
あ
る
程
度
原
子
力
を
利

用
す
る
こ
と
は
必
要
と
考
え
る

が
、
そ
の
運
用
に
関
し
て
は
安

全
第
一
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
新
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

の
確
保
が
で
き
て
、
原
子
力
に

依
存
し
な
く
て
も
よ
い
社
会
を

望
む
。

　

新
設
の
「
ま
ち
づ
く
り
部
」

の
特
徴
的
な
事
業
と
「
ま
ち
づ

く
り
戦
略
係
」
の
戦
略
と
は
何

か
。

答�　

ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、
横
断

的
に
行
い
た
い
。
戦
略
係
で

は
、
歴
史
文
化
基
本
構
想
を
も

と
に
、
旅
行
商
品
化
や
全
国
に

向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
、
産
業
振
興
な

ど
を
総
合
的
に
考
え
た
い
。

　

今
予
算
か
ら
防
災
減
災
に
使

う
税
を
一
律
５
０
０
円
市
民
税

に
上
乗
せ
し
た
が
、
歳
入
は
い

く
ら
あ
り
、
ど
の
よ
う
に
使
う

の
か
。

答�　

本
市
対
象
者
は
、
２
万
４
千

人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
年
間

１
、２
０
０
万
円
、
10
年
間
で

１
億
２
千
万
円
と
試
算
す
る
。

26
年
度
は
防
災
減
災
に
か
か
る

予
算
と
し
て
約
５
４
０
万
円
計

上
し
て
お
り
、
起
債
の
償
還
に

も
使
え
る
こ
と
か
ら
、
充
て
て

い
る
。

　

第
２
次
行
財
政
改
革
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
未
達
項
目

に
、
運
営
補
助
を
事
業
補
助
に

変
更
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
る
。
予
算
編
成
に
は
、

反
映
で
き
た
か
。

答�　

十
分
に
で
き
な
い
部
分
も

あ
っ
た
が
、
そ
の
考
え
は
行
財

政
改
革
大
綱
を
策
定
す
る
中

で
、
受
け
継
ぎ
、
予
算
に
反
映

し
て
い
る
。

　

陽
だ
ま
り
政
策
と
し
て
、
長

期
的
な
構
想
も
必
要
だ
が
、
中

学
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無
料
化

な
ど
、
も
っ
と
市
民
に
見
え
や

す
い
施
策
を
早
急
に
進
め
て
は

ど
う
か
。

答�　

団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
に

な
る
２
０
２
５
年
を
目
指
し
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
、
い
ち
早
く
取
り
組
み
、

各
関
係
方
面
と
連
携
を
図
り
、

実
現
さ
せ
た
い
。
医
療
費
の
無

料
化
に
つ
い
て
は
、
財
政
能
力

と
照
ら
し
合
わ
せ
考
え
て
い
き

た
い
。

平成 26 年度予算を

審査

予算特別委員会

委員会審査の一部を紹介

議案番号 件　　名 概　　　要 議決結果

議案第 19号 市道路線の変更について

道路法第 10条第 2項の規定に基づき市道路
線を変更することについて、同条第 3項の規
定により準用する同法第 8条第 2項の規定
により、議会の議決を求めるもの

可　決
（賛成全員）

議案第 20号
一般職の職員の給与に関する
条例の一部改正について

国家公務員の給与制度に準拠すべく、条例の
一部改正① 55歳を超える職員の昇給停止②
持家にかかる住居手当の段階的廃止

可　決
（賛成多数）

委員会提出
議案第 1号

桜井市議会基本条例の制定に
ついて

市議会や市議会議員の活動原則を定めるとと
もに、市議会の役割、機能、市議会と市民と
の関係等を明らかにすることにより、市議会
を更に活性化し、市民福祉の向上及び本市の
発展等に寄与すべく制定

可　決
（賛成全員）

選第 1号
奈良県後期高齢者医療広域連
合議会議員選挙について

市議会議員の区分で1名の欠員が生じたため
（天理市議 15票・橿原市議１票）

投　票

発議案第１号
食の安全・安心の確立を求め
る意見書の提出について

提出先：内閣総理大臣　財務大臣　総務大臣　
厚生労働大臣　農林水産大臣　経済産業大臣　
国土交通大臣　内閣府特命担当大臣　

可　決
（賛成全員）

発議案第 2号
ウイルス性肝炎患者に対する
医療費助成の拡充を求める意
見書の提出について

提出先：内閣総理大臣　厚生労働大臣
　　　　衆議院議長　　参議院議長

可　決
（賛成全員）

問問

問問

問問
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問

市政について
こ こ が
聞 き た い

＝一般質問＝

　少
子
高
齢
化
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

　

子
ど
も
子
育
て
支
援
新
制
度

に
よ
る
「
総
合
的
な
子
育
て
支

援
体
制
」
と
団
塊
の
世
代
が

大
量
に
後
期
高
齢
者
に
な
る

２
０
２
５
年
を
め
ど
に
し
た

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

の
構
築
は
、
実
施
主
体
で
あ
る

市
の
取
り
組
み
如
何
で
、
他
の

市
町
村
と
格
差
が
広
が
る
た

め
、
市
長
の
手
腕
の
見
せ
所
で

あ
る
。
平
成
26
年
度
予
算
に
は

ど
の
よ
う
に
反
映
し
、
課
題
や

問
題
点
を
含
め
、
今
後
ど
う
取

り
組
む
考
え
か
。

答�

（
市
長
）　

昨
年
12
月
に
第
１
回

桜
井
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

を
立
ち
上
げ
、
市
民
ニ
ー
ズ
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
等
を
も

と
に
本
市
の
実
情
に
応
じ
た
子

育
て
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
や

支
援
策
を
講
じ
る
べ
く
検
討
し

て
お
り
、
平
成
26
年
９
月
頃
ま

で
に
事
業
化
の
検
討
を
終
え
た

い
。
平
成
26
年
度
予
算
に
は
計

画
策
定
や
電
算
シ
ス
テ
ム
等
の

準
備
費
を
計
上
し
て
い
る
。
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
を
踏

ま
え
、
平
成
26
年
度
に
お
い
て

高
齢
世
帯
の
実
態
調
査
や
市
民

ニ
ー
ズ
調
査
等
を
実
施
し
、
市

民
や
関
係
者
の
意
見
、
今
後
の

動
向
を
的
確
に
踏
ま
え
、
第
６

期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

し
た
い
と
考
え
、
そ
れ
に
伴
う

報
酬
委
託
料
を
計
上
し
て
い

る
。
課
題
は
、
幼
稚
園
や
保
育

所
を
認
定
こ
ど
も
園
へ
機
能
変

更
す
る
こ
と
に
よ
る
財
政
基
盤

や
実
施
体
制
の
問
題
、
高
齢
者

人
口
が
増
加
す
る
中
、
地
域
で

助
け
合
い
、
支
え
合
う
体
制
の

整
備
、
地
域
で
介
護
予
防
の
支

援
を
行
う
た
め
の
取
り
組
み
等

が
、
十
分
で
な
い
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
る
。

消
防
団
の
待
遇
改
善
に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
に
施
行
さ
れ
た

「
地
域
防
災
力
充
実
強
化
法
」

で
は
、
消
防
団
を
地
域
の
防
災

力
の
中
核
と
し
て
欠
く
こ
と
の

な
い
代
替
性
の
な
い
存
在
と
定

義
し
、
抜
本
的
な
強
化
と
処
遇

改
善
や
装
備
品
、
訓
練
の
充
実

に
向
け
た
予
算
を
確
保
し
た
と

聞
く
。
本
市
に
お
け
る
消
防
団

の
必
要
性
と
現
状
の
課
題
と
は

何
か
。
ま
た
本
年
４
月
１
日
よ

り
消
防
団
員
退
職
報
償
金
が
全

階
級
で
一
律
５
万
円
上
乗
せ

さ
れ
る
が
、
条
例
改
正
等
は

ど
の
よ
う
に
考

え
る
の
か
。
本

市
の
年
額
報
酬

や
出
動
手
当

は
、
国
の
基
準

や
県
下
の
他
市

と
比
べ
、
か
な

り
低
い
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
精
神

で
取
り
組
ま

れ
、
増
額
を
望

ん
で
お
ら
れ
な

い
が
、
是
正
す

る
考
え
は
な
い

か
。

答��

（
市
長
）
消
防

防
災
体
制
の
充

実
強
化
は
最
重
要
課
題
の
一
つ

で
あ
り
、
地
域
防
災
の
中
核
的

存
在
で
あ
る
消
防
団
の
充
実
強

化
は
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に

必
要
不
可
欠
と
考
え
る
。
課
題

は
高
齢
化
に
加
え
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
多
く
な
り
、
火
災
等
の

緊
急
時
に
出
動
し
に
く
い
状
況

が
あ
げ
ら
れ
、
今
後
は
広
報
紙

に
よ
る
募
集
も
検
討
し
た
い
。

報
酬
や
手
当
に
つ
い
て
は
、
団

員
数
に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
も

あ
る
と
考
え
る
が
、
今
日
的
な

状
況
も
踏
ま
え
、
団
本
部
と
協

議
を
重
ね
、
前
向
き
に
検
討
も

し
て
い
き
た
い
。
未
整
備
の
装

備
品
に
つ
い
て
は
、
早
期
支
給

を
行
え
る
よ
う
、
団
本
部
と
協

議
し
、
積
極
的
に
揃
え
て
い
き

た
い
。

答�

（
消
防
長
）　

条
例
改
正
は
、６

月
議
会
に
提
出
し
、
４
月
１
日

に
遡
っ
て
適
用
す
る
の
が
適
切

と
考
え
る
。

う
つ
病
・
自
殺
対
策
に
つ
い
て

　

う
つ
病
や
自
殺
は
、
本
人
だ

け
で
な
く
、
家
族
や
関
係
者
に

と
っ
て
も
大
き
な
苦
し
み
で
あ

る
。
市
職
員
や
学
校
教
職
員
も

含
め
、
本
市
に
お
け
る
現
状
や

対
応
策
は
ど
う
か
。
ま
た
若
年

層
で
の
問
題
が
深
刻
化
し
て
い

る
と
の
分
析
も
あ
る
が
、
学
校

現
場
で
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
る
の
か
。
本
年
度
の
自

殺
対
策
強
化
月
間
の
実
施
項
目

で
も
あ
る
、
自
殺
の
危
険
を
示

す
サ
イ
ン
に
気
づ
い
て
適
切
な

対
応
を
図
る
「
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
」
の
養
成
や
気
軽
に
心
の

健
康
状
態
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る

「
こ
こ
ろ
の
体
温
計
」
を
導
入

す
る
考
え
は
な
い
か
。

答�

（
市
長
）　

精
神
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
情
報
に
よ
る
と
、
本
市

の
う
つ
病
の
患
者
数
は
平
成
24

年
10
月
現
在
、
４
６
０
人
。
平

成
24
年
度
中
の
自
殺
者
は
15
名

で
あ
る
。
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の

消防団による文化財防火訓練（長谷寺）

　
公
明
党
代
表
質
問

　
　
　
　
大
西
　
亘 

議
員

問

問
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養
成
も
含
め
、
万
全
の
対
策
が

講
じ
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
自
殺

対
策
緊
急
強
化
基
金
を
活
用

し
、
地
域
の
福
祉
団
体
に
向
け

た
研
修
会
や
周
知
啓
発
事
業
等

を
積
極
的
に
実
施
し
た
い
。
そ

の
一
つ
と
し
て
「
こ
こ
ろ
の
体

温
計
」の
導
入
も
検
討
し
た
い
。

答�

（
教
育
長
）　

文
部
科
学
省
の

「
心
の
ノ
ー
ト
」
な
ど
を
活
用

し
、
命
の
大
切
さ
、
心
の
教
育

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

陽
だ
ま
り
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

市
長
の
目
玉
公
約
で
あ
る

「
陽
だ
ま
り
政
策
」
は
、
少
子

高
齢
化
の
進
展
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
喪
失
、
市
民
と
の

協
働
な
ど
、
行
政
が
直
面
す
る

課
題
に
対
す
る
総
合
的
な
取
り

組
み
と
し
て
大
変
有
意
義
な
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。し
か
し
、

市
長
就
任
２
年
３
か
月
が
過
ぎ

て
な
お
、
具
体
的
な
進
展
を
市

民
は
実
感
で
き
て
い
な
い
の
で

は
な
い
か
。
前
期
実
施
計
画
の

成
果
な
ら
び
に
４
月
以
降
の
展

望
は
ど
う
か
。
ま
た
地
域
福
祉

の
充
実
の
た
め
、
地
域
福
祉
相

談
員
事
業
を
立
ち
上
げ
る
と
い

う
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
や
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
担
う

べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
の
更
な

る
連
携
強
化
を
図
れ
ば
十
分
機

能
す
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答�
（
市
長
）　

前
期
実
施
計
画
の
成

果
と
し
て
、
中
期
あ
る
い
は
後

期
に
向
け
た
体
制
づ
く
り
等
を

行
う
期
間
と
位
置
づ
け
、
重
点

施
策
に
つ
い
て
の
各
協
議
会
や

会
議
を
立
ち
上
げ
、
課
題
の
整

理
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
今

後
は
更
に
関
係
機
関
と
連
携
を

強
化
し
、成
果
が
上
が
る
よ
う
、

課
題
解
決
に
向
け
取
り
組
ん
で

い
く
。
地
域
福
祉
相
談
員
に
は

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
実

現
に
向
か
っ
て
、
各
種
団
体
を

取
り
ま
と
め
る
核
と
し
て
期
待

し
て
い
る
。

再
任
用
職
員
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
６
月
の
定
例
議
会

で
、
再
任
用
制
度
は
技
術
職
や

看
護
師
等
の
一
部
専
門
職
に
限

定
し
て
運
用
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
と
の
指
摘
に
、「
制
度
の

趣
旨
か
ら
特
に
専
門
職
と
限
定

せ
ず
、
再
任
用
職
員
の
配
置
に

お
い
て
は
十
分
配
慮
し
た
い
」

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
今
後
、

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
職
員
は

増
え
る
と
考
え
る
が
、
現
在
の

助
言
や
指
導
的
立
場
と
い
う
位

置
づ
け
で
は
、
職
員
の
士
気
に

影
響
が
出
る
ば
か
り
か
、
本
当

の
意
味
で
長
年
培
っ
た
能
力
や

経
験
を
発
揮
で
き
て
い
な
い
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
問
題
や

幼
保
一
元
化
等
の
問
題
を
解
決

す
べ
く
、
専
門
的
な
部
署
へ
配

置
し
て
は
ど
う
か
。
ま
た
課
長

職
で
定
年
を
迎
え
、
退
職
し
た

職
員
で
再
任
用
職
員
と
し
て
で

は
な
く
、
臨
時
職
員
の
立
場
で

管
理
職
手
当
が
支
払
わ
れ
て
い

る
ケ
ー
ス
が
あ
る
と
聞
く
が
ど

う
か
。
職
員
間
の
不
公
平
感
も

出
る
で
あ
ろ
う
し
、
今
後
の
市

政
運
営
に
も
大
き
な
弊
害
と
な

る
。
正
し
て
い
く
方
向
で
、
再

度
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

答�

（
市
長
）　

市
長
就
任
以
降
、長

年
培
っ
た
能
力
や
経
験
が
発
揮

で
き
る
よ
う
、
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
な
が
ら
制
度
の
運
用
を

し
て
い
る
。
平
成
26
年
度
の
組

織
改
正
を
契
機
に
、
一
層
再
任

用
職
員
の
能
力
を
発
揮
で
き
る

配
置
に
努
め
た
い
。

答�

（
市
長
公
室
長
）　

問
題
、課
題

が
あ
る
と
い
う
認
識
は
し
て
い

る
。
た
だ
、
過
去
の
労
使
間
の

交
渉
で
合
意
さ
れ
た
内
容
も
あ

る
の
で
再
度
組
合
と
、
ど
の
よ

う
に
改
善
し
て
い
く
か
も
含
め

協
議
し
た
い
。

卑
弥
呼
の
庄
問
題
に
つ
い
て

　

倉
橋
に
あ
る
市
所
有
地
の
土

地
購
入
代
金
を
支
払
わ
ず
、
前

市
長
時
代
か
ら
訴
訟
を
し
て
い

た
農
業
公
園
「
卑
弥
呼
の
庄
」

の
判
決
が
、
一
昨
年
12
月
10
日

に
奈
良
地
裁
で
出
さ
れ
た
。
全

面
勝
訴
に
な
っ
た
と
は
い
え
、

何
ら
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。
判

決
以
降
、
明
け
渡
し
の
請
求
を

含
め
、
こ
の
問

題
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で

き
た
の
か
。
弁

護
士
の
指
示
ど

お
り
、
被
告
側

の
提
案
等
を

待
っ
て
い
る
よ

う
で
は
、到
底
、

問
題
解
決
へ
と

動
き
出
す
と
は

思
え
な
い
。
再

度
、
弁
護
士
と

早
急
に
対
応
を

検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う

か
。

答�

（
市
長
）　

市
の
顧
問
弁
護
士
と

相
談
し
て
い
る
が
、「
判
決
が

出
て
い
る
以
上
、
被
告
側
に
対

し
積
極
的
な
接
触
を
避
け
、
何

ら
か
の
提
案
が
あ
れ
ば
提
案
内

容
を
検
討
す
れ
ば
足
り
る
」
と

指
導
を
う
け
て
い
る
。
ま
た
別

に
、
土
地
の
有
効
利
用
を
図
る

こ
と
も
検
討
し
て
い
る
が
、
現

時
点
で
は
根
本
的
な
解
決
策
が

見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
土
地
開

発
公
社
解
散
に
伴
い
、
市
の
事

業
用
地
と
し
て
管
理
等
を
行
っ

て
い
る
。

問 　
一
般
質
問

　
　
　
　
土
家
　
靖
起 

議
員

問

判決後、放置されたままの卑弥呼の庄

問
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問

第
５
次
桜
井
市
総
合
計
画
に
つ
い

て　

第
５
次
総
合
計
画
で
は
、
本

市
の
将
来
都
市
像
で
あ
る
「
観

光
・
産
業
創
造
都
市
」
の
実
現

に
向
け
、
平
成
23
年
度
か
ら
平

成
32
年
度
ま
で
を
前
期
・
中
期
・

後
期
に
分
け
、
今
年
度
が
前
期

最
終
年
度
に
あ
た
る
。
重
点
施

策
と
し
た
「
歴
史
文
化
を
活
か

し
た
観
光
産
業
に
よ
る
地
域
づ

く
り
戦
略
」
と
「
陽
だ
ま
り
政

策
」
の
進
捗
状
況
と
成
果
は
ど

う
か
。
中
期
実
施
計
画
書
を
見

て
も
、
肝
心
の
「
陽
だ
ま
り
政

策
」
の
展
開
が
見
え
て
こ
な
い

が
、
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
市

長
の
い
う
「
横
の
連
携
」
は
図

れ
て
い
た
の
か
。
も
っ
と
市
民

に
生
活
像
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
る

よ
う
な
具
体
例
等
を
示
す
べ
き

で
あ
る
。
前
期
の
段
階
で
計
画

に
遅
れ
が
生
じ
て
い
る
よ
う
に

も
感
じ
る
。
事
業
の
目
的
達
成

の
た
め
に
は
、も
っ
と
議
論
し
、

横
の
連
携
を
取
り
、
き
め
細
や

か
な
計
画
の
も
と
進
め
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答�

（
市
長
）　

前
期
で
は
、組
織
や

体
制
づ
く
り
と
い
っ
た
観
点
か

ら
、
一
定
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ

た
と
考
え
る
。「
観
光
・
産
業

振
興
」
に
つ
い
て
は
、
歴
史
文

化
基
本
構
想
の
策
定
に
向
け
た

悉
皆
調
査
の
実
施
、
地
元
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
と
の
協
働
の
取
り
組
み

に
よ
る
空
き
町
家
の
再
活
用
等

を
行
い
、「
陽
だ
ま
り
政
策
」

に
お
い
て
は
救
急
医
療
に
お
け

る
済
生
会
中
和
病
院
と
の
話
し

合
い
の
場
の
設
定
や
地
域
医
療

連
携
会
議
、
食
育
推
進
計
画
な

ど
の
策
定
を
行
っ
た
。
中
期
、

後
期
で
は
設
置
し
た
協
議
会
で

活
発
に
議
論
を
す
す
め
、
市
民

の
目
に
見
え
、
実
感
で
き
る
も

の
に
し
て
い
き
た
い
。

答�

（
市
長
公
室
長
）　

庁
内
に
関
係

す
る
課
長
で
組
織
す
る
重
点
施

策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
、
横
の
連
携
を
図
っ
て

い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
い
て
も
、
第
２
次

高
度
経
済
成
長
期
か
ら
昭
和
50

年
に
か
け
て
建
築
さ
れ
た
公
共

施
設
の
老
朽
化
や
少
子
高
齢
化

等
に
よ
る
人
口
減
少
に
よ
り
、

公
共
施
設
の
あ
り
方
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
平
成
24
年
度
か

ら
取
り
組
む
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
進
捗
状
況
と
市

有
施
設
全
体
の
管
理
計
画
は
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
平
成
26
年
度
予
算
に
桜
井

総
合
庁
舎
と
桜
井
土
木
事
務
所

の
施
設
活
用
に
向
け
た
予
算
が

組
ま
れ
て
い
る
が
、
市
有
施
設

の
縮
小
に
向
け
た
動
き
と
矛
盾

し
て
は
い
な
い
か
。
学
校
施
設

等
の
統
廃
合
を
含
む
諸
課
題
に

つ
い
て
も
、
市
民
に
示
す
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が

ど
う
か
。
平
成
24
年

９
月
定
例
議
会
で
、

市
民
目
線
に
立
っ
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し

て
の
「
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
化
」
に
つ
い
て
の

質
問
に
「
き
め
細
や

か
な
質
の
高
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
も
、
き
わ

め
て
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
が
、

関
連
す
る
実
務
を
熟

知
し
た
窓
口
担
当
者

が
必
要
な
た
め
、
人

材
育
成
を
図
り
た

い
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
人

材
育
成
は
ど
れ
程
進
み
、
い
つ

頃
導
入
す
る
考
え
か
。

答�

（
市
長
）　

平
成
23
年
度
に
本
市

の
今
後
40
年
間
の
資
産
更
新
必

要
額
を
推
計
し
た
と
こ
ろ
膨
大

な
金
額
と
な
り
、
平
成
24
年
度

に
は
、
施
設
概
要
の
情
報
集
約

を
実
施
し
た
。
そ
れ
ら
を
も
と

に
今
年
度
は
、
今
後
30
年
間
の

維
持
費
を
考
慮
し
た
施
設
総
合

評
価
事
業
を
取
り
ま
と
め
、
副

市
長
を
委
員
長
と
す
る
市
有
財

産
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
推
進
委
員
会
を
開
催
し
、「
桜

井
市
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
推
進
基
本
方
針
」
を
示
し

た
い
。
市
有
施
設
全
体
の
最
適

化
に
つ
い
て
は
、
蓄
積
し
て
き

た
施
設
情
報
を
活
用
し
、
個
別

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
よ
る
精
査
を
行

い
、
平
成
27
年
度
に
総
務
省
が

実
施
す
る
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
の
策
定
に
合
わ
せ
、
取

り
組
み
を
進
め
る
。
桜
井
総
合

庁
舎
及
び
桜
井
土
木
事
務
所
に

つ
い
て
は
、
建
物
の
立
地
場
所

な
ど
総
合
的
に
判
断
し
、
本
市

が
活
用
す
る
こ
と
が
最
も
ふ
さ

わ
し
い
と
考
え
、
県
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
。
関
連
施
設
の
集

約
に
伴
い
、
空
い
た
市
有
施
設

は
用
途
廃
止
な
ど
、
施
設
の
適

正
化
を
図
る
。
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

化
に
つ
い
て
は
、
総
合
庁
舎
が

移
転
し
、
機
能
が
開
始
さ
れ
る

平
成
28
年
ま
で
に
行
き
届
く
よ

う
、
研
修
に
取
り
組
み
た
い
。

答�

（
総
務
部
長
）　

学
校
施
設
等
に

つ
い
て
は
具
体
的
な
議
論
に

至
っ
て
い
な
い
が
、
推
進
委
員

会
で
基
本
的
な
考
え
を
整
理
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問

施設活用に向け、県と協議が進む桜井総合庁舎

　
一
般
質
問

　
　
　
　
岡
田 

　
光
司 

議
員
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空
き
家
対
策
に
つ
い
て

　

平
成
20
年
度
に
行
わ
れ
た
総

務
省
統
計
局
の
調
査
に
よ
る

と
、
国
内
に
は
８
戸
に
１
戸
以

上
の
空
き
家
が
存
在
す
る
と
い

う
。
本
市
に
お
い
て
も
、
平
成

20
年
当
時
で
３
、２
２
０
戸
の

空
き
家
が
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の

半
数
が
管
理
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
で
、
腐
朽
・
破
損
が
あ
る

住
宅
は
５
６
０
戸
と
さ
れ
る
。

倒
壊
や
防
犯
上
の
危
険
が
あ
る

住
宅
が
今
後
、
さ
ら
に
増
え
る

こ
と
に
な
れ
ば
、
ま
ち
と
し
て

の
機
能
や
価
値
を
下
げ
る
も
の

と
考
え
る
が
、
空
き
家
の
把
握

は
さ
れ
て
い
る
か
。
ま
た
、
使

え
る
空
き
家
に
つ
い
て
の
利
活

用
や
取
り
組
み
は
ど
う
か
。
現

在
、
本
市
に
お
い
て
空
き
家
対

策
の
担
当
の
課
や
係
は
な
い

が
、
奈
良
県
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
で

あ
る
「
空
き
家
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
」
と
の
連
携
や
全
国
に
普

及
し
つ
つ
あ
る
「
空
き
家
バ
ン

ク
」
の
よ
う
な
仕
組
み
の
構
築

を
視
野
に
入
れ
、
ぜ
ひ
と
も
４

月
の
機
構
改
革
で
は
、
ま
ち
づ

く
り
部
の
中
に
窓
口
を
位
置
づ

け
て
い
た
だ
き
た
い
。

答�

（
市
長
）　
具
体
的
な
把
握
は
で

き
て
い
な
い
が
、
倒
壊
の
危
険

が
あ
る
空
き
家
が
増
加
し
て
い

る
こ
と
は
危
惧
し
て
い
る
。
三

輪
、
桜
井
本
町
通
り
、
初
瀬
地

区
の
使
え
る
空
き
家
に
つ
い
て

は
、
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
団
体
が
中
心
と
な
り
取
り
組

ん
で
い
る
。
市
と
し
て
は
、
個

人
の
財
産
で
あ
る
こ
と
か
ら
慎

重
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
自

治
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
の
連
携

を
深
め
、
取
り
組
み
や
支
援
方

法
を
考
え
た
い
。

答�

（
市
長
公
室
長
）　

今
後
、空
き

家
対
策
等
を
含
め
た
担
当
部
署

を
位
置
づ
け
る
検
討
を
進
め
た

い
。

答�

（
産
業
建
設
部
長
）　

現
在
１

件
、
付
近
住
民
か
ら
の
苦
情
等

が
あ
り
、
建
築
基
準
法
第
10
条

に
基
づ
き
県
関
係
課
と
協
力

し
、
所
有
者
に
改
善
の
勧
告
を

し
て
い
る
。

住
宅
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
考
え
方
は
、
３
年
前
の
東
日

本
大
震
災
を
機
に
大
き
く
転
換

し
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活

用
が
大
き
く
取
り
ざ
た
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
一
般
家
庭

に
お
い
て
も
太
陽
光
発
電
モ

ジ
ュ
ー
ル
を
搭
載
す
る
家
庭
を

多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
、

節
電
へ
の
意
識
も
大
き
く
変

わ
っ
た
と
感
じ
る
。
し
か
し
、

海
外
の
基
準
に
比
べ
、
日
本
の

建
築
基
準
法
で
は
断
熱
性
能
が

一
切
義
務
化
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
住
宅
自
体
の
断
熱
性
能
が

低
く
、
温
め
た
り
冷
や
し
た
空

気
が
す
ぐ
に
失
わ
れ
、
新
た
に

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
悪

循
環
が
多
く
の
家
庭
で
起
こ
っ

て
い
る
。
断
熱
性
能
が
高
い
と

地
球
環
境
に
も
や
さ
し
く
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
を
抑
え
な
が

ら
、
家
全
体
の
温
度
を
一
定
に

保
ち
や
す
い
。本
市
に
お
い
て
、

暖
か
い
部
屋
か
ら
温
度
差
の
あ

る
部
屋
へ
の
移
動
が
起
因
と
い

わ
れ
る
「
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
」

と
い
う
現
象
に
よ
る
と
推
測
さ

れ
る
救
急
搬
送
は
、
ど
れ
ほ
ど

あ
る
の
か
。
市
と
し
て
、
断
熱

と
い
う
も
の�

に
特
化
し
た
住
宅

等
に
補
助
金
や
優

遇
措
置
を
講
じ
て

で
も
、
30
年
、
40

年
後
に
優
良
な
中

古
住
宅
が
あ
る
ま

ち
と
し
て
取
り
ざ

た
さ
れ
る
よ
う
、

長
い
視
点
で
の
住

宅
政
策
を
考
え
て

い
た
だ
き
た
い
。

答�

（
市
長
）　

現
在
、

市
民
が
住
宅
に
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ

ム
を
設
置
す
る
場

合
や
地
元
産
材
を

使
用
し
て
住
宅
を

新
増
築
す
る
場
合

に
補
助
を
行
っ
て
い
る
が
、
断

熱
の
重
要
性
も
よ
く
認
識
で
き

た
。
ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク
と
の
因

果
関
係
も
医
学
的
に
証
明
さ
れ

る
よ
う
に
な
れ
ば
、
対
応
も
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
る
。
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
は
長
期
的
な
視
点
を
持
つ
こ

と
が
必
要
で
あ
り
、
昨
年
７
月

に
視
察
し
た
岡
山
県
真
庭
市
な

ど
の
先
進
地
の
取
り
組
み
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
※
低
炭
素
社

会
の
実
現
に
向
け
て
検
討
を
進

め
た
い
。

答�

（
消
防
長
）　

ヒ
ー
ト
シ
ョ
ッ
ク

と
思
わ
れ
る
救
急
搬
送
患
者

は
、
昨
年
の
12
月
１
日
か
ら
今

年
の
２
月
末
現
在
の
３
か
月
で

13
名
で
あ
る
。

近
鉄
特
急
の
桜
井
駅
停
車
に
つ
い

て　

昨
年
３
月
の
定
例
議
会
で
同

様
の
質
問
を
し
た
際
、「
近
鉄

問

問 　
一
般
質
問

　
　
　
　
工
藤
　
将
之 

議
員

　
一
般
質
問

　
　
　
　
高
谷
二
三
男 

議
員

高齢者総合福祉センターの屋根一面に
搭載されている太陽光発電システム

問
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問

問

問

特
急
の
桜
井
駅
停
車
は
観
光
客

の
誘
致
、
通
勤
、
通
学
の
利
便

性
の
向
上
に
資
す
る
こ
と
に
な

る
」と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。ち
ょ

う
ど
１
年
が
経
過
す
る
が
、
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。
実
現
に
向

け
て
大
変
な
こ
と
は
認
識
し
て

い
る
が
、
市
長
自
ら
が
先
頭
に

立
ち
、
行
政
が
一
体
と
な
れ
ば

お
の
ず
と
光
は
見
え
て
く
る
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

答�

（
市
長
）　

定
例
議
会
の
後
の
７

月
に
近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

会
長
と
も
面
談
し
、
本
市
の
現

状
や
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
大
い
に
語
り
合
っ

た
。
快
適
な
移
動

環
境
が
整
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
、

観
光
に
携
わ
る
各

種
団
体
、
鉄
道
事

業
者
と
も
連
携
し

た
観
光
企
画
を
実

施
し
、
観
光
誘
客

に
よ
る
地
域
の
に

ぎ
わ
い
を
高
め
る

努
力
を
自
分
自
身

も
先
頭
に
立
ち
進

め
な
が
ら
近
鉄
特

急
の
停
車
に
つ
い

て
は
、
要
望
し
て

い
き
た
い
。

陽
だ
ま
り
政
策
に
つ
い
て

　

市
長
就
任
に
伴
う
重
要
な
公

約
で
あ
る
「
陽
だ
ま
り
政
策
」

は
、
そ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
か
ら
も

「
ぬ
く
も
り
」
を
感
じ
、
期
待

さ
れ
て
い
る
市
民
は
多
い
。
こ

の
政
策
に
向
け
た
市
長
の
強
い

抱
負
は
ど
う
か
。

答�

（
市
長
）　

地
域
包
括
ケ
ア
を
す

す
め
る
に
あ
た
り
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
、
各
施
設
の
連

携
を
構
築
し
、
市
内
の
各
病
院

や
医
師
会
、
歯
科
医
師
会
、
薬

剤
師
会
と
連
携
を
と
り
、
市
民

の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な

救
急
医
療
の
充
実
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

道
徳
教
育
に
つ
い
て

　

戦
後
間
も
な
い
昭
和
22
年
に

制
定
さ
れ
た
教
育
基
本
法
が
、

約
60
年
経
過
し
た
平
成
18
年
に

改
正
さ
れ
、
初
め
て
「
道
徳
」

と
い
う
言
葉
が
提
示
さ
れ
た
。

道
徳
教
育
を
す
す
め
る
に
あ
た

り
、
学
校
現
場
や
家
庭
な
ら
び

に
地
域
の
連
携
に
つ
い
て
の
今

後
の
課
題
と
は
何
か
。
昨
今
、

い
じ
め
の
定
義
が
広
が
っ
た
こ

と
や
社
会
的
関
心
が
高
ま
っ
た

と
は
い
え
、
平
成
13
年
度
の
警

察
庁
の
ま
と
め
で
は
前
年
と
比

較
し
、「
い
じ
め
」
が
57
％
、「
児

童
虐
待
」
は
30
％
増
の
２
万
人

超
と
い
わ
れ
て
い
る
。
原
因
を

詳
細
に
知
り
得
る
こ
と
が
で
き

な
い
が
、
教
育
基
本
法
や
学
習

指
導
要
領
が
早
期
に
改
正
さ
れ

て
い
た
な
ら
ば
、
今
日
の
よ
う

な
状
況
に
至
ら
な
か
っ
た
と
想

定
す
る
が
ど
う
か
。
ま
た
土
曜

日
を
休
校
に
し
て
い
な
い
学
校

が
あ
る
と
聞
く
が
、
本
市
も
道

徳
教
育
や
英
語
教
育
に
活
用
す

る
考
え
は
な
い
か
。

答�

（
教
育
長
）　

道
徳
教
育
の
充
実

に
は
、
教
員
自
身
の
道
徳
教
育

に
対
す
る
力
量
を
高
め
、
形
成

す
る
努
力
が
必
要
で
あ
り
、
家

庭
や
地
域
に
お
い
て
は
連
携
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み
が
大
き

な
課
題
で
あ
る
。
ま
た
道
徳
教

育
の
充
実
は
、
い
じ
め
の
防
止

に
お
い
て
非
常
に
重
要
と
捉
え

て
お
り
、
更
な
る
充
実
に
向
け

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。
土
曜

日
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
国
に

お
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
学
校
、
地
域

の
実
情
、
子
供
た
ち
の
負
担
の

割
合
、
ま
た
地
域
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
の
実
施
状
況
、

教
職
員
の
勤
務
体
制
等
の
課
題

が
あ
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と

し
た
い
。

教
育
方
針
に
つ
い
て

　

毎
年
教
育
方
針
は
、
ど
の
よ

う
に
定
め
、
教
育
委
員
会
や
学

校
現
場
で
は
、
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
の
か
。

答�

（
教
育
長
）　

毎
年
、桜
井
市
教

育
方
針
を
策
定
し
、
確
か
な
学

力
の
育
成
、
豊
か
な
人
間
性
の

育
成
、
た
く
ま
し
い
心
身
の
育

成
を
柱
に
、
生
き
る
力
を
育
む

学
校
教
育
を
推
進
し
て
い
る
。

各
学
校
に
お
い
て
は
、
市
の
教

育
方
針
や
学
習
指
導
要
領
の
内

容
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
独
自
色

豊
か
な
教
育
が
推
進
さ
れ
る
よ

う
今
後
も
取
り
組
み
を
進
め
た

い
。

特
定
健
康
診
査
に
つ
い
て

　

急
激
な
人
口
の
減
少
や
高
齢

化
に
伴
い
、
医
療
費
は
ま
す
ま

す
増
加
し
、
近
年
の
経
済
不
況

に
伴
う
失
業
者
の
急
増
に
よ

り
、
市
町
村
国
保
の
財
政
は
危

機
的
な
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
生
涯
に
わ
た
る
健
康

と
生
活
の
質
の
維
持
向
上
な
ら

び
に
医
療
費
の
伸
び
の
抑
制
を

図
る
た
め
、
糖
尿
病
等
の
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
重
点
を
置
い

た
取
り
組
み
は
大
変
意
義
が
あ

る
と
考
え
る
。
本
市
に
お
い
て

も
検
診
率
を
上
げ
る
た
め
様
々

な
取
り
組
み
を
行
い
、
年
々
受

診
率
は
増
加
傾
向
に
あ
る
と
は

い
え
、
国
の
目
標
値
に
は
ほ
ど

遠
い
状
況
で
あ
る
。
第
１
期
特

定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
の
最

終
年
度
で
あ
っ
た
平
成
24
年
度

の
特
定
健
康
診
査
対
象
者
数
・

受
診
者
数
・
受
診
率
な
ら
び
に

　
一
般
質
問

　
　
　
　
吉
田
　
忠
雄 

議
員

特急電車の停車が待ち望まれる近鉄桜井駅

問
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特
定
保
健
指
導
対
象
者
数
・
受

診
者
数
・
受
診
率
と
結
果
に
対

す
る
総
括
は
で
き
た
の
か
。
検

診
率
向
上
の
た
め
、
検
診
補
助

金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
事
業

な
ど
、
他
市
の
取
り
組
み
を
参

考
に
し
て
は
ど
う
か
。
第
１
期

の
総
括
の
上
に
立
っ
た
第
２
期

の
施
策
を
聞
き
た
い
。

答��

（
市
長
）　

特
定
健
康
診
査
対
象

者
数
１
万
１
、１
４
７
人
、
受

診
者
数
２
、５
８
１
人
、
受
診

率
23
・
２
％
、
特
定
保
健
指
導

対
象
者
数
３
２
７
人
、
指
導
受

診
者
数
49
人
、
指
導
受
診
率

15
％
で
、
毎
年
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
、
国
の
求
め
た
第

１
期
の
最
終
目
標
値
で
あ
る
特

定
健
診
65
％
、
保
健
指
導
45
％

に
は
及
ば
な
い
。
奈
良
県
全
体

の
傾
向
と
し
て
検
診
項
目
の
充

実
は
図
れ
た
も
の
の
、
特
定
保

健
指
導
の
実
施
体
制
が
弱
い
と

の
指
摘
も
あ
る
。
生
活
習
慣
病

の
改
善
、
予
防
へ
の
理
解
が
深

く
浸
透
し
て
い
な
い
現
状
も
あ

り
、
健
診
未
受
診
者
の
実
態
把

握
や
医
療
機
関
と
の
連
携
等
が

今
後
の
課
題
と
考
え
、
こ
れ
ら

を
踏
ま
え
第
２
期
計
画
の
策
定

を
行
っ
た
。
今
後
も
市
民
の
健

康
保
持
と
医
療
費
の
適
正
化
に

資
す
る
た
め
、
目
標
達
成
に
向

け
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

桜
井
市
清
掃
公
社
法
人
課
税
に
係

る
裁
判
に
つ
い
て

　

昭
和
46
年
に
設
立
さ
れ
た
桜

井
市
清
掃
公
社
が
、
設
備
投
資

に
よ
る
赤
字
か
ら
黒
字
に
転
じ

た
平
成
14
年
度
よ
り
平
成
18
年

度
ま
で
の
５
年
間
に
業
務
委
託

で
生
じ
た
合
計
約
１
億
２
千
万

円
の
剰
余
金
を
退
職
給
与
引
当

金
に
積
立
し
、
大
阪
国
税
局
か

ら
「
所
得
の
申
告
漏
れ
」
と
追

徴
課
税
さ
れ
た
。
会
計
処
理
を

依
頼
し
て
い
た
会
計
事
務
所
に

対
し
、
指
導
責
任
を
怠
っ
た
と

し
て
損
害
賠
償
を
求
め
た
裁
判

の
結
果
と
今
後
の
方
針
は
ど
う

か
。
公
社
の
単
純
な
会
計
ミ
ス

で
、
５
、７
０
０
万
円
を
超
え

る
市
税
が
追
徴
さ
れ
、「
二
度

と
起
こ
ら
な
い
よ
う
人
材
育
成

や
適
正
な
事
務
処
理
を
行
っ
て

い
く
」
と
い
う
答
弁
で
は
、
市

民
へ
の
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ

た
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
ぜ
起
こ
り
、
な
ぜ

適
切
な
会
計
処
理
が
さ
れ
な

か
っ
た
の
か
。
裁
判
の
経
過
や

再
発
防
止
に
つ
い
て
も
、
し
っ

か
り
と
し
た
説
明
が
必
要
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答�

（
市
長
）　

市
民

の
皆
さ
ん
に
大

変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
こ

と
を
深
く
お
詫

び
申
し
上
げ
た

い
。
平
成
22
年

７
月
に
相
手
方

の
税
理
士
に
対

す
る
損
害
賠
償

を
求
め
る
訴
訟

を
奈
良
地
方
裁

判
所
に
提
出

し
、
平
成
24
年

９
月
に
税
理
士

に
も
説
明
義
務

を
怠
っ
た
と

い
う
行
為
が
あ
っ
た
と
し

て
、
無
申
告
課
税
延
滞

税
８
９
１
万
９
、
７
０
０

円
の
半
額
に
あ
た
る

４
４
５
万
９
、８
５
０
円
の
支

払
い
命
令
が
あ
っ
た
。
訴
訟
の

趣
旨
で
あ
る
本
税
に
踏
み
込
ん

だ
結
果
で
な
い
た
め
、
大
阪
高

等
裁
判
所
へ
控
訴
、
さ
ら
に
平

成
25
年
２
月
に
最
高
裁
判
所
に

上
告
し
た
が
、
12
月
に
上
告
を

棄
却
す
る
判
決
が
あ
っ
た
。
平

成
26
年
２
月
に
清
掃
公
社
の
意

思
決
定
機
関
で
あ
る
臨
時
評
議

員
会
理
事
会
で
裁
判
の
報
告
を

行
い
、
最
高
裁
の
判
決
を
踏
ま

え
、「
二
度
と
起
こ
ら
ぬ
よ
う

公
社
職
員
の
人
材
育
成
や
適
正

な
事
務
処
理
に
努
め
る
と
と
も

に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用

し
報
告
し
た
い
」
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
市
長
と
し
て
も
理
事

会
の
決
定
を
尊
重
し
、
で
き
る

だ
け
早
い
時
期
に
報
告
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
平
成

22
年
度
よ
り
税
理
士
と
正
式
な

顧
問
契
約
を
締
結
し
、
剰
余
金

に
つ
い
て
は
、
※
実
費
弁
償

方
式
に
よ
り
精
算
し
て
い
る
。

用
語
解
説

※
低
炭
素
社
会
と
は

　

深
刻
化
し
つ
つ
あ
る
地
球
温

暖
化
の
緩
和
を
目
的
と
し
、
二

酸
化
炭
素
な
ど
の
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
の
少
な
い
社
会
。

※��

実
費
弁
償
方
式
と
は

　

公
益
法
人
等
が
、
委
託
契
約

に
基
づ
く
収
益
事
業
の
場
合
、

委
託
料
が
実
経
費
相
当
で
あ

り
、
終
了
後
な
ど
に
清
算
す
る

場
合
、
税
務
署
が
実
費
弁
償
方

式
で
あ
る
と
認
め
れ
ば
収
益
事

業
で
あ
る
が
非
課
税
と
な
る
。

傍聴に
   おいでください！
　市議会の本会議は公開されて
いて、傍聴することができます。
　手続きは、本会議当日、受付で
住所・氏名等を記入してから議
場にお入り下さい。
※�詳しくは議会事務局

（ 42‐9111 内線 441）まで

説明責任が問われる桜井市清掃公社

問
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委　
　

員　
　
　

工
藤　

将
之

〃　
　
　
　

我
妻　
　

力

〃　
　
　
　

吉
田　

忠
雄

〃　
　
　
　

東　
　

俊
克

〃　
　
　
　

万
波　

迪
義

〃　
　
　
　

札
辻　

輝
已

議
会
運
営
委
員
会 

委
員
長　
　
　

札
辻　

輝
已

副
委
員
長　
　
　

岡
田　

光
司

委　
　

員　
　
　

大
西　
　

亘

〃　
　
　
　

工
藤　

将
之

〃　
　
　
　

吉
田　

忠
雄

　

  

〃　
　
　
　

  

東　
　

俊
克

　

  

〃　
　
　
　

  

東
山　

利
克

　

  

〃　
　
　
　

  

工
藤　

行
義

議
会
広
報
委
員
会

委
員
長　
　
　

大
西　
　

亘

副
委
員
長　
　
　

阪
口　
　

豊

  【
委
員
会
】

　�

市
議
会
で
取
り
扱
う
問
題
は
、

数
が
多
く
、内
容
も
幅
広
い
分
野

に
わ
た
る
た
め
、常
任
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、ま
た
必
要
に

応
じ
て
設
置
さ
れ
る
予
算
、決
算

な
ど
の
特
別
委
員
会
を
設
け
、本

会
議
か
ら
付
託
さ
れ
た
議
案
や

請
願
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
審

議
し
て
い
ま
す
。

会
議

識
知

役

員

紹

介

常
任
委
員
会

総
務
委
員
会

委
員
長　
　
　

工
藤　

行
義

副
委
員
長　
　
　

東　
　

俊
克

委　
　

員　
　
　

井
戸　

良
美

〃　
　
　
　

工
藤　

将
之

〃　
　
　
　

我
妻　
　

力

〃　
　
　
　

藤
井　

孝
博

〃　
　
　
　

吉
田　

忠
雄

〃　
　
　
　

岡
田　

光
司

〃　
　
　
　

万
波　

迪
義

〃　
　
　
　

札
辻　

輝
已

〃　
　
　
　

高
谷
二
三
男

文
教
厚
生
委
員
会

委
員
長　
　
　

工
藤　

将
之

副
委
員
長　
　
　

吉
田　

忠
雄

委　
　

員　
　
　

井
戸　

良
美

〃　
　
　
　

  

大
西　
　

亘

〃　
　
　
　

阪
口　
　

豊

〃　
　
　
　

我
妻　
　

力

〃　
　
　
　

西　
　

忠
吉

〃　
　
　
　

土
家　

靖
起

〃　
　
　
　

東
山　

利
克

〃　
　
　
　

工
藤　

行
義

産
業
建
設
委
員
会

委
員
長　
　
　

土
家　

靖
起

副
委
員
長　
　
　

阪
口　
　

豊

委　
　

員　
　
　

大
西　
　

亘

〃　
　
　
　

西　
　

忠
吉

〃　
　
　
　

藤
井　

孝
博

〃　
　
　
　

岡
田　

光
司

〃　
　
　
　

東　
　

俊
克

〃　
　
　
　

東
山　

利
克

　
平
成
26
年
　
新
役
員
選
出

　

平
成
26
年
第
１
回
臨
時
議
会
が
５
月
７
日
に
開
か
れ
、
平
成
26

年
新
役
員
の
選
出
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
委
員
に
藤
井

孝
博
議
員
、
工
藤
行
義
議
員
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

議

長　
　
高
谷
二
三
男

副

議

長　
　
我
妻　

 
力

監
査
委
員　
　
井
戸　

良
美

正
副
議
長
あ
い
さ
つ

　　

こ
の
度
、
私
た
ち
は
、
さ
る
５
月
７
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
平
成
26
年
第
１
回
臨
時
会
に
お
い
て
議
員
皆

様
の
推
挙
に
よ
り
ま
し
て
議
長
並
び
に
副
議
長
に
就
任
致
し
ま
し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
る
と
共
に

職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
の
経
済
は
、
第
２
次
安
倍
内
閣
の
大
胆
な
金
融
政
策
、
機
動
的
な
財
政
政
策
、
民
間
投
資

を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
の
「
三
本
の
矢
」
に
よ
る
一
体
的
な
取
り
組
み
の
政
策
効
果
な
ど
を
背
景
に
こ
の
と

こ
ろ
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
い
ま
だ
身
近
な
経
済
の
回
復
は
実
感
さ
れ
ず
、
地
方
自
治
体

の
財
政
状
況
は
、
少
子
高
齢
化
等
の
進
行
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
に
よ
り
、
今
な
お
厳
し
い
状
況
で
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
地
方
分
権
の
進
展
に
よ
り
、
地
方
自
治
体
が
果
た
す
べ
き
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
こ
た
え
な
が
ら
、
今
後

の
更
な
る
市
政
発
展
に
向
け
、
全
議
員
が
一
丸
と
な
り
、
一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
制
定
し
た
「
桜
井
市
議
会
基
本
条
例
」
を
も
と
に
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
議
会

と
し
て
、
さ
ら
な
る
機
能
の
充
実
や
強
化
を
図
り
、
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
、
わ
か
り
や
す
い
議
会
運
営
に

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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制
度
・
行
政
情
報
・
相
談
・
募
集
・

催
し
・
講
座
・
教
室
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

桜
井
市
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
浴
場
再
開

　　

４
月
２
日
か
ら
桜
井
市
高
齢
者

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竜
吟
荘
）

の
浴
場
が
再
開
さ
れ
ま
し
た
。

▽
利
用
料
金　

１
回
２
０
０
円

▽�

開
館
時
間　

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

▽�

浴
場
利
用
時
間　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▽�

休
館
日　

月
曜
日
、
火
曜
日
、

祝
祭
日
の
翌
日
、
年
末
年
始

（
12
月
29
日
～
１
月
３
日
）

《
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る
人
へ
》

　

竜
吟
荘
を
利
用
さ
れ
る
人
で
竜

吟
荘
利
用
者
証
を
お
持
ち
の
人
は

バ
ス
料
金
（
多
武
峰
線
）
が
「
片

道
１
０
０
円
」に
割
引
さ
れ
ま
す
。

利
用
者
証
を
お
持
ち
で
な
い
人

は
、
写
真
１
枚
（
た
て
４
cm
×
よ

こ
３
cm
）
を
持
参
の
う
え
、
高
齢

福
祉
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

桜
井
市
高
齢

者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
竜
吟

荘
）（（
43
‐
１
６
５
８
）・
高

齢
福
祉
課
（（
42
‐
９
１
１
１

内
線
２
８
２
）　

訪
問
理
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

・
訪
問
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業

　　

桜
井
市
で
は
市
内
に
居
住
す
る

高
齢
者
世
帯
等
の
保
健
衛
生
の
増

進
を
は
か
る
目
的
で
「
奈
良
県
理

容
環
境
衛
生
組
合
桜
井
支
部
」
お

よ
び
、「
奈
良
県
美
容
業
環
境
衛

生
組
合
桜
井
支
部
」
に
協
力
を
い

た
だ
き
、
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

▽�

対
象
者　

市
内
に
居
住
す
る
65

歳
以
上
の
単
身
者
世
帯
、
高
齢

者
の
み
の
世
帯
等
で
、
老
衰
や

心
身
の
障
害
等
に
よ
り
、
理
髪

店
・
美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が

困
難
な
人
。

▽�

サ
ー
ビ
ス
内
容

・�

理
美
容
店
が
居
宅
に
訪
問
し
て

理
美
容
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。

・�

頭
髪
の
刈
り
込
み
、髭
剃
り
（
訪

問
美
容
サ
ー
ビ
ス
は
頭
髪
の
刈

り
込
み
の
み
）

▽
利
用
料
金　

　

１
回
に
つ
き
２
、５
０
０
円

▽�

利
用
回
数　

年
４
回
ま
で
（
10

月
以
降
に
申
請
の
場
合
、
年
２

回
ま
で
）

▽��

問
い
合
わ
せ
先　

高
齢
福
祉

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

２
８
２
）  　

    【
高
齢
福
祉
課
】

　
　６

月
５
日
は
環
境
の
日　

６
月
は
環
境
月
間
で
す
！

　　

６
月
５
日
は
環
境
の
日
で
す
。

こ
れ
は
、
昭
和
47
年
に
開
催
さ
れ

た
「
国
連
人
間
環
境
会
議
」
を
記

念
し
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
、
国

連
で
は
、
日
本
の
提
案
を
受
け
て

６
月
５
日
を
「
世
界
環
境
デ
ー
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
「
環
境
基
本
法
」
で

６
月
５
日
を
「
環
境
の
日
」
と
定

め
、
６
月
の
１
か
月
間
を
「
環
境

月
間
」
と
し
、
環
境
保
全
を
図
る

た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
う

契
機
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

◎�
節
電
や
節
水
・
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ

な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
努
め
、

一
人
ひ
と
り
が
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
！

◎�

日
常
か
ら
ご
み
の
減
量
、分
別
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
心
が
け
、
も
の

を
大
切
に
す
る
よ
う
努
め
ま

し
ょ
う
！

◎�

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
や
不
法
投

棄
、
不
法
焼
却
の
な
い
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
ょ

う
！　
　
　
　
　
　
【
環
境
部
】

け
い
さ
つ
コ
ー
ナ
ー

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
に
ご
協
力
の
お
願
い

【
不
法
滞
在
・
不
法
就
労
の
現
状
】

◆�

不
法
滞
在
者
と
は
、「
偽
造
パ
ス
ポ
ー
ト
や
密
航
船
な
ど
で
不
法
に

入
国
す
る
者
」、「
在
留
期
間
を
超
え
て
日
本
に
滞
在
す
る
者
」
を
指

し
、
そ
の
多
く
が
働
い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

◆�

不
法
滞
在
者
や
、
働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
な
い
在
留
資
格
で
働
く
こ

と
は
、
不
法
就
労
活
動
に
な
り
ま
す
。

◆�

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
す
る
外
国
人
の
存
在
は
、
日
本
の
労
働
面
だ

け
で
は
な
く
、治
安
な
ど
色
々
な
分
野
に
問
題
を
起
こ
し
て
い
ま
す
。

◆�

最
近
で
は
、不
法
滞
在
者
た
ち
が
グ
ル
ー
プ
化
し
、犯
罪
を
犯
す
ケ
ー

ス
が
増
え
て
お
り
、
治
安
悪
化
の
原
因
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

日
本
に
入
国
・
滞
在
す
る
手
段
と
し
て
偽
装
結
婚
や
偽
装
認
知
な
ど

の
事
案
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

【
み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い
】　

◆�

働
く
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い

外
国
人
を
雇
っ
た
事
業
主
や
不
法

入
国
を
援
助
し
た
人
な
ど
は
法
律

に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

◆�

外
国
人
の
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
や
在
留
カ
ー
ド

な
ど
を
見
て
在
留
資
格
や
在
留
期
限
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
の
た
め
、
不
法
滞
在
者
、
不
法
就
労
者
等

の
情
報
を
見
聞
き
さ
れ
た
人
は
、
迷
わ
ず

　
　
　
『
一
一
〇
番
又
は
桜
井
警
察
署　

46
‐
０
１
１
０
』

　

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
桜
井
警
察
署

46
‐
０
１
１
０
】
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行政情報

水
道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
の

お
願
い

　　

上
下
水
道
部
で
は
、
６
月
１
日

（
日
）か
ら
20
日（
金
）に
か
け
て
、

次
の
地
域
で
水
道
メ
ー
タ
ー
の
取

替
え
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願

い
し
ま
す
。

○
取
替
え
予
定
区
域

�

谷
の
一
部
、
安
倍
木
材
団
地
１

丁
目
の
一
部
、２
丁
目
の
一
部
、

橋
本
の
一
部
、
阿
部
の
一
部
、

浅
古
の
一
部
、
吉
備
の
一
部

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

水
道
総
務
課

お
客
様
係
（

42
‐
９
２
１
１

〈
代
表
〉） 　
　
【
水
道
総
務
課
】

す
み
や
か
に
公
共
下
水
道
へ
接

続
を
～
水
洗
化
の
お
願
い

　

下
水
道
が
既
に
使
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
地
域
に
住
ん
で
い

て
、
下
水
道
を
ま
だ
使
用
し
て
い

な
い
人
は
、
す
み
や
か
に
下
水
道

へ
の
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
接
続
工
事
は
、
市
の
指

定
工
事
店
に
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
市
指
定
工
事
店
以
外
で
の
工

事
は
、
違
法
工
事
と
な
り
ま
す
の

で
、
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、下
水
道
を
使
用
す
る
と
、

下
水
道
使
用
料
を
納
め
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
下
水
道
使
用
料
は
、

２
か
月
に
一
度
、
水
道
料
金
と
一

緒
に
徴
収
し
ま
す
。

　

下
水
道
を
使
用
す
る
こ
と
で
、

臭
い
や
ハ
エ
の
発
生
し
な
い
清
潔

で
快
適
な
生
活
が
お
く
れ
る
だ
け

で
な
く
、
河
川
等
の
水
質
も
改
善

さ
れ
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

下
水
道
を
お
使
い
の
み
な
さ
ん
へ

　

最
近
、
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ

ン
プ
で
異
物
混
入
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
が
相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
下
水
道
へ
油
や
お
む
つ
な
ど

を
流
す
と
詰
ま
る
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
、
流
さ
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

工
事
業
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

建
物
の
新
築
工
事
な
ど
で
仮
設

ト
イ
レ
を
下
水
道
に
接
続
さ
れ
る

時
は
、
公
共
下
水
道
一
時
使
用
の

申
請
が
必
要
で
す
。
無
許
可
接
続

は
違
法
行
為
と
な
り
ま
す
の
で
、

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
建
物
の
解
体
工
事
な
ど

で
下
水
道
を
使
用
し
な
く
な
る
時

は
、
公
共
下
水
道
使
用
休
止
の
届

出
が
必
要
で
す
。届
出
が
な
い
と
、

下
水
道
使
用
料
が
課
金
さ
れ
た
ま

ま
に
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
届

出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

下
水
道
課

（

42
‐
９
２
１
１
内
線
41
・

49
）　　
　
　
　

 【
下
水
道
課
】

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

労
働
保
険
年
度
更
新
に
つ
い
て

　　

平
成
26
年
度
の
労
働
保
険
（
労

災
保
険･

雇
用
保
険
）
の
年
度
更

新
手
続
き
は
、
６
月
１
日
（
日
）

～
７
月
10
日
（
木
）
ま
で
の
期
間

で
す
。
期
間
中
の
手
続
・
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

《
早
期
申
告
納
付
の
お
願
い
》

　

年
度
更
新
申
告
書
は
、
５
月
末

ま
で
に
事
業
所
あ
て
に
送
付
し
て

い
ま
す
の
で
、
申
告
書
が
届
き
ま

し
た
ら
、
お
早
め
に
申
告
・
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。
申
告
・
納
付

期
日
で
あ
る
７
月
10
日
（
木
）
は
、

金
融
機
関
・
郵
便
局
窓
口
に
お
い

て
大
変
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

《
ご
注
意
》

　

期
日
ま
で
に
申
告
書
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
政
府
が
保
険
料
等

の
額
を
決
定
し
、
さ
ら
に
追
徴
金

（
保
険
料
等
の
10
％
）
を
課
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
奈
良
労
働
局
総

務
部
労
働
保
険
徴
収
室
（

０
７
４
２
‐
32
‐
０
２
０
３
）
ま

た
は
、
管
轄
労
働
基
準
監
督
署･

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定

所
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
【
商
工
振
興
課
】

ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
滞
納
！　

　

市
税
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
納
期
限
が
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
期
限
内
に
全
額
納
付
が
な
い
こ

と
を
「
滞
納
」
と
い
い
ま
す
。
滞
納
す
る
こ
と
に

よ
り
市
税
の
ほ
か
に
、
督
促
手
数
料
・
延
滞
金
が

加
算
さ
れ
る
な
ど
、
納
付
さ
れ
る
人
に
は
不
利
益

に
な
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
滞
納
整
理
事
務
に
多
く
の
費
用
と
時
間
が

か
か
り
、
市
の
財
政
を
圧
迫
し
て
し
ま
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
納
期
限

を
守
り
確
か
な
納
税
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■�

コ
ン
ビ
ニ
店
舗
で
納
付
が
出
来
ま
す
。

　

納
期
限
内
の
納
付
書
な
ら
金
融
機
関
・
市
役
所
に
加
え
て
全
国
の

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
コ
ン
ビ
ニ
で

は
24
時
間
納
付
が
可
能
で
、金
融
機
関
の
閉
店
後
や
土
曜
日
、日
曜
日
、

祝
日
の
納
付
が
可
能
で
す
。（
納
期
限
を
過
ぎ
て
い
る
納
付
書
や
納
付

書
１
枚
の
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
も
の
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。）

　

取
扱
項
目
は
、
固
定
資
産
税
（
都
市
計
画
税
）・
市
県
民
税
・
軽
自

動
車
税
・
国
民
健
康
保
険
税
で
す
。
特
別
な
事
情
に
よ
り
納
期
限
内

に
納
付
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
場
合
は
、
事
前
に
税
務
課
お
よ
び
保

険
医
療
課
の
徴
収
担
当
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
市
の
自
主
財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と
か
ら
も
、
納
期
限

ま
で
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
み
な
さ
ん
と
の
公
平
性
を
保
ち
、

滞
納
を
解
消
す
る
た
め
、
積
極
的
に
不
動
産
・
動
産
・
債
権
等
の
差

押
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
動
産
・
不
動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。）

平
成
25
年
４
月
～
平
成
26
年
３
月
中
に
市
が
行
っ
た
処
分
件
数

（
差
押
・
参
加
差
押)

不
動
産
５
件　

給
与
42
件　

預
貯
金
４
３
６
件　

生
命
保
険
56
件　

そ
の
他
72
件　

合
計
６
１
１
件
（
市
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税
と
の
合
計
）

▽
納
付
相
談
窓
口

　

税
務
課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線
５
７
２
・
５
７
３
・
５
７
４
）　

　

保
険
医
療
課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
２
６
・
５
２
５
）   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   【
税
務
課
】

許しませ
ん！滞納
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市
県
民
税
の
年
金
特
別
徴
収

新
規
開
始
の
お
知
ら
せ

　　

平
成
21
年
度
よ
り
、
公
的
年
金

か
ら
市
県
民
税
の
天
引
き
を
行
う

特
別
徴
収
制
度
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
年
金
特
別
徴
収
制
度
の
対
象

者
は
、
平
成
26
年
４
月
１
日
現
在

65
歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者

で
、
か
つ
前
年
中
の
年
金
所
得
に

係
る
市
県
民
税
が
課
税
と
な
り
、

介
護
保
険
料
が
公
的
年
金
か
ら
天

引
き
と
な
っ
て
い
る
人
で
す
。

　

そ
の
中
で
、
今
年
度
か
ら
年
金

特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
人
や
一

旦
特
別
徴
収
が
中
止
と
な
り
再
度

対
象
と
な
っ
た
人
は
、
市
県
民
税

の
納
付
方
法
が
次
の
よ
う
に
な
り

ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

納
付
方
法
は
、
平
成
26
年
度
市

県
民
税
の
う
ち
公
的
年
金
所
得
に

係
る
税
額
の
半
分
を
納
付
書
ま
た

は
口
座
振
替
に
よ
り
２
回
で
納

付
、
残
り
の
半
分
を
年
度
後
半
の

公
的
年
金
（
４
～
６
期
）
か
ら
天

引
き
と
な
り
ま
す
。（
昨
年
か
ら

引
き
続
き
こ
の
制
度
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
人
は
、
こ
の
限
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。）

※�

な
お
、
市
県
民
税
の
納
税
額
や

納
期
限
に
つ
い
て
は
今
月
中
旬

発
送
予
定
の
納
税
通
知
書
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
市
民

税
係
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

５
４
１
）　　
　
　

 【
税
務
課
】

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　

公
職
選
挙
法
第
22
条
第
１
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
６
月
２
日
に
新

し
く
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
た
人
を
掲
載
し
た
書
面
を
、
次

の
と
お
り
縦
覧
で
き
ま
す
。

▽�
日
時　

６
月
３
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　

～
７
日（
土
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

▽�

場
所　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
市
役
所
３
階
）

◆�

選
挙
人
名
簿
登
録
資
格
を
有
す

る
人
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　

日
本
国
民
で
次
の
要
件
を
満
た

す
者

▽�

年
齢
条
件　

平
成
６
年
６
月
２

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
生

ま
れ
た
人
で
あ
る
こ
と
。

▽�

住
所
要
件　

平
成
26
年
３
月
１

日
以
前
（
同
日
を
含
む
）
に
、

本
市
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

（
他
の
市
町
村
か
ら
本
市
に
住

所
を
移
し
た
人
で
転
入
届
を
し

た
人
に
つ
い
て
は
当
該
届
出
が

な
さ
れ
）
引
き
続
き
６
月
１
日

現
在
に
お
い
て
本
市
の
住
民
基

本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

で
あ
る
こ
と
。

　

�

同
時
に
平
成
26
年
３
月
３
日
か

ら
平
成
26
年
６
月
２
日
ま
で
の
間

に
新
た
に
市
の
在
外
選
挙
人
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
人
を
掲
載
し
た
書

面
も
縦
覧
で
き
ま
す
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
】

身
近
な
危
険
物
の
取
り
扱
い
に

注
意
！

危
険
物
安
全
週
間

　
「
危
険
物　

読
み
は
ま
っ
す
ぐ

ゼ
ロ
災
害
」
を
標
語
に
６
月
８
日

（
日
）
か
ら
14
日
（
土
）
ま
で
の

１
週
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
の
中
に
あ

る
危
険
物
に
は
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯

油
を
は
じ
め
化
粧
品
・
殺
虫
剤
・

接
着
剤
等
様
々
な
形
で
生
活
の
中

に
浸
透
し
て
い
ま
す
。
危
険
物
に

よ
る
火
災
や
事
故
の
多
く
は
慣
れ

か
ら
く
る
油
断
や
不
注
意
、
知
識

不
足
に
よ
る
取
り
扱
い
の
ミ
ス
か

ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
危
険
物
安
全
週
間
」
を

機
に
、
家
庭
で
は
危
険
物
品
等
の

認
識
、
使
用
上
の
注
意
お
よ
び
消

火
方
法
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
所
で
は
、
防
災
教
育
に
よ

る
「
人
的
要
因
に
よ
る
事
故
の
排

除
」「
自
主
点
検
の
徹
底
」「
施
設

の
潜
在
的
な
危
険
性
の
見
直
し
」

な
ど
、
自
主
保
安
体
制
の
確
立
に

よ
り
自
社
の
安
全
と
社
会
的
責
務

で
あ
る
地
域
の
安
全
確
保
に
努
力

し
ま
し
ょ
う
。

　

当
消
防
署
で
は
、
こ
の
週
間
中

の
行
事
と
し
て
危
険
物
施
設
へ
の

立
入
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た

ポ
ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
等
を
掲
示
し

防
火
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

奈
良
県
広
域

消
防
組
合
桜
井
消
防
署
予
防
課

（

42
‐
４
１
１
９
） 【
消
防
署
】

幼
稚
園
就
園
奨
励
費
（
幼
稚
園

保
育
料
・
入
園
料
の
補
助
）

　　

市
内
在
住
の
人
で
、
子
ど
も
を

幼
稚
園
（
私
立
を
含
む
）
に
通
園

さ
せ
て
い
る
家
庭
で
、
経
済
的
負

担
の
大
き
い
家
庭
を
対
象
と
し

て
、
所
得
状
況
に
応
じ
て
、
入
園

料
・
保
育
料
を
減
免
す
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
通
園
さ
れ
て
い
る

幼
稚
園
ま
た
は
学
校
教
育
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　

▽��

問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

６
０
６
・
６
０
７
） 

【
学
校
教
育
課
】

狩
猟
免
許
取
得
の
案
内
お
よ
び

補
助
に
つ
い
て

　　

狩
猟
免
許
の
試
験
は
年
２
回
開

か
れ
、第
１
回
が
６
月
28
日
（
土
）

29
日
（
日
）、
第
２
回
が
９
月
６

日
（
土
）
７
日
（
日
）
で
、
試
験

会
場
は
リ
サ
イ
ク
ル
館
か
し
は
ら

（
橿
原
市
東
竹
田
町
１
‐
１
）
で

す
。

　

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
新
た
に

わ
な
の
狩
猟
免
許
を
取
得
す
る

人
、
ま
た
、
そ
の
後
に
野
生
獣
用

の
捕
獲
檻
を
購
入
し
よ
う
と
す
る

人
に
対
し
、
一
定
額
の
補
助
を
行

い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

農
林
課
農
業

振
興
係
（

42
‐
９
１
１
１
内

線
３
５
３
）　　

     【
農
林
課
】

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
に
参

加
を

　

７
月
は
、「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
強
調
月
間
で
す
。

　

誰
も
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
地
域
作
り
を
め
ざ
し
て
、
犯

罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
を

築
く
た
め
、
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

７
月
１
日
（
火
）
午
前
８
時
40

分
か
ら
、
桜
井
駅
北
口
か
ら
市

役
所
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
実
施
し

ま
す
。（
雨
天
決
行
）

◎�

パ
レ
ー
ド
終
了
後
、
市
役
所
玄

関
前
で
法
務
大
臣
メ
ッ
セ
ー
ジ

伝
達
式
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
【
社
会
福
祉
課
】
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教
科
書
展
示
会
に
つ
い
て

　

新
た
に
検
定
を
受
け
た
小
学
校

用
の
教
科
書
を
図
書
館
で
展
示
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
か
ら
桜

井
市
教
育
委
員
会
が
教
科
書
を
採

択
し
、
平
成
27
年
度
以
降
桜
井
市

立
の
全
小
学
校
で
使
用
し
ま
す
。

▽�

閲
覧
期
間　

６
月
13
日
（
金
）

～
７
月
11
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

毎
週
火
曜
日
・
毎
月
第
２
金
曜

日
は
図
書
館
休
館
日
の
た
め
、

閲
覧
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

６
０
６
）　　

 【
学
校
教
育
課
】

上
之
庄
分
区
園
（
貸
農
園
）

使
用
者
を
追
加
募
集

　

分
区
園
（
貸
農
園
）
に
空
区
画

が
あ
る
た
め
、
追
加
募
集
を
行
い

ま
す
。

▽�
貸
出
期
間　

７
月
１
日
（
火
）

～
平
成
27
年
３
月
31
日
（
火
）

※�

た
だ
し
、
１
世
帯
に
つ
き
１
区

画
の
貸
出
に
限
る
。

▽�

場
所　

大
字
上
之
庄
（
桜
井
西

小
学
校
東
側
）

▽�

資
格　

市
内
在
住
の
人

▽
１
区
画　

12
平
方
メ
ー
ト
ル

▽
募
集
区
画
数　

16
区
画

▽
使
用
料　

４
、０
０
０
円

▽�

募
集
期
間　

６
月
２
日
（
月
）

　

～
６
日
（
金
）

※�

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
申
込
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

※�

使
用
は
本
人
か
生
計
同
一
家
族

に
限
る
。（
名
義
貸
し
が
判
明

し
た
場
合
は
、
直
ち
に
解
約
と

し
ま
す
。）

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

都
市

計
画
課
（
☎
42
‐
９
１
１
１
内

線
２
２
２
）　 【
都
市
計
画
課
】

市
営
住
宅
等
空
家
募
集

▽�

募
集
内
容　

募
集
住
宅
お
よ
び

募
集
戸
数
の
一
覧
表
は
営
繕
課

に
あ
り
ま
す
。

▽�
申
込
資
格　
（
次
の
条
件
を
す

べ
て
満
た
す
人
）

①�

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

②
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

③�

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し

よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る
人

（
単
身
者
向
け
住
宅
を
除
く
）

④�

条
例
で
定
め
る
収
入
基
準
額
以

内
の
人

・�

市
営
住
宅　
（
一
般
世
帯
…
基

準
月
収
入
額
１
５
８
、０
０
０
円

以
下
。
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯

等
…
２
１
４
、０
０
０
円
以
下
）

・�

改
良
住
宅　
（
一
般
世
帯
…
基

準
月
収
入
額
１
１
４
、０
０
０
円

以
下
。
高
齢
者
・
障
害
者
世
帯

等
…
１
３
９
、０
０
０
円
以
下
）

⑤
市
税
の
滞
納
が
無
い
人

⑥�

過
去
に
市
営
住
宅
等
に
入
居
し

て
い
た
人
で
、
滞
納
、
無
断
退

去
等
を
し
た
こ
と
が
な
い
こ
と

⑦
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

▽�

申
込
用
紙
配
布
及
び
受
付
日
時

６
月
２
日
（
月
）
～
13
日
（
金
）

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

※�

土
・
日
を
除
く
受
付
期
間
内
に
、

専
用
申
込
用
紙
で
直
接
営
繕
課

ま
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
用

紙
は
営
繕
課
で
配
布
し
ま
す
。

▽
選
考
方
法　

公
開
抽
選

▽
入
居
日　

８
月
１
日
（
金
）　　

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

営
繕
課
（
☎

42
‐
９
１
１
１
内
線
２
４
３
）

【
営
繕
課
】

自
衛
官
募
集

※�

受
験
資
格
、
試
験
日
お
よ
び
入

隊
時
期
等
詳
細
は
自
衛
隊
天
理

募
集
案
内
所
（

０
７
４
３
‐

63
‐
２
５
４
０
・
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.m
od.go.jp/

pco/nara

・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

hq1-nara@
pco.m

od.go.jp

）

ま
で
。　
　
　
　
　
【
市
民
課
】

平
成
26
年
度

桜
井
市
奨
学
生
募
集

▽
奨
学
生
の
資
格

①�

奨
学
生
お
よ
び
そ
の
保
護
者
が

桜
井
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②�

次
の
学
校
の
新
入
学
生
（
第
１

学
年
１
回
限
り
の
給
付
）

高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・

中
等
教
育
学
校
（
後
期
課
程
）・

特
別
支
援
学
校
高
等
部
・
専
修

学
校
（
高
等
課
程
）

③�������

次
の
奨
学
金
等
の
貸
与
決
定
者

奈
良
県
高
等
学
校
等
奨
学
金

（
修
学
支
援
奨
学
金
・
育
成
奨

学
金
）・
生
活
福
祉
資
金
修
学

資
金
・
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
修

学
資
金
・
日
本
学
生
支
援
機
構

奨
学
金

▽
必
要
書
類

・�

桜
井
市
奨
学
金
申
請
書
…
学
校

教
育
課
お
よ
び
市
内
４
中
学
校

に
置
い
て
い
ま
す
。

・�

③
の
奨
学
金
等
の
貸
与
決
定
通

知
書
の
写
し

・�

世
帯
全
員
の
住
民
票
の
写
し（
続

柄
記
載
の
も
の
）

・�

入
学
し
た
学
校
の
在
学
証
明
書

▽�

申
請
期
間　

８
月
８
日
（
金
）

ま
で

▽�

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先　

学
校

教
育
課
（

42
‐
９
１
１
１
内

線
６
０
６
）　 【
学
校
教
育
課
】

あなたの回答が、日本経済の力になる！
　平成 26 年経済センサス－基礎調査・商業統
計調査を一体的に実施します。
　�経済センサス－基礎調査は、事業所及び企業
の活動の状態を調査し、全ての産業分野におけ
る事業所及び企業の従業者規模等の基本的構造
を全国及び地域別に明らかにするとともに、各
種統計調査の基礎となる母集団情報の整備を図
ることを目的として実施します。
　商業統計調査は、商業を営む事業所について、
産業分類別、従業者規模別、地域別等に従業者
数、商品販売額等を把握し、我が国商業の実態
を明らかにし、商業に関する施策の基礎資料を
得ることを目的として実施します。
　調査票は６月末日までにお届けしますので、
７月１日以降に提出をお願いします。調査の意
義・重要性をご理解いただき、ご回答をよろし
くお願いします。　　　　　　　【商工振興課】

総務省・経済産業省・奈良県・桜井市
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お知らせ

　「桜井市男女共同参画推進ネットワーク会議」では、「さくらい男女共同参画プラ
ン２１」の具現化をめざし、団体間の情報の交換、連携を図るため、「桜井市男女
共同参画推進ネットワーク会議」への新たな参加を呼びかけています。

【名称】「桜井市男女共同参画推進ネットワーク会議」
【事業】・男女共同参画社会実現に向けた啓発の推進

・「桜井市男女共同参画推進ネットワーク会議」主催の研修会
・加盟団体間の交流会
・資料提供

「桜井市男女共同参画推進ネットワーク会議」への参加団体を募集します。№ 29

加
盟
団
体
一
覧

女性のひろば・さくらい ならコープ男女共同参画研究会
ボランティアグループいこ～る桜井市生活学校

新日本婦人の会桜井支部 桜井地区更生保護女性会
桜井市退職女教師の会 部落解放同盟桜井市支部協議会女性部
桜井市職員組合 桜井市母子寡婦福祉白百合会

※�詳しくは、「桜井市男女共同参画推進ネットワーク会議」事務局　人権施策課男女共同参画係
　（☎ 42‐9111 内線 564）まで問い合わせてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【人権施策課】

桜
井
市
農
業
委
員
会
委
員
選
挙　
平
成
26
年
７
月
６
日
（
日
）
執
行
予
定

◇
期
日
前
投
票

　

�

日
時
…
６
月
30
日
（
月
）

～
７
月
５
日
（
土
）
予
定

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

　

場
所
…
市
役
所
２
階
大
会
議
室

　

�

持
参
物
…
投
票
所
入
場
整
理
券

（
届
い
て
い
な
く
て
も
投
票
で

き
ま
す
）

※�
投
票
す
る
際
、「
期
日
前
投
票

◇
投
票
場
所
一
覧
表

　

通
常
の
選
挙
と
は
投
票
区
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

投
票
区

投

票

場

所

投

票

区

域

第
１
投
票
区
桜
井
区
公
民
館

桜
井
・
川
合
・
谷
・
戒
重
・
粟
殿
・

河
西
・
浅
古
・
上
之
宮
・
下

第
２
投
票
区
安
倍
幼
稚
園
遊
戯
室

生
田
・
高
田
・
阿
部
・
安
倍

木
材
団
地
・
橋
本
・
池
之
内
・

山
田
・
高
家
・
吉
備

第
３
投
票
区
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
倉
橋
・
今
井
谷
・
横
柿
・
北
山
・

南
音
羽
・
北
音
羽
・
下
居
・ 

西
口
・

多
武
峰
・
鹿
路
・
八
井
内
・
飯
盛
塚
・

針
道
・
百
市
・
粟
原
・
下
り
尾

第
４
投
票
区
朝
倉
学
童
保
育
所

外
山
・
忍
阪
・
赤
尾
・
慈
恩
寺
・
脇
本
・

黒
崎
・
竜
谷
・
狛
・
岩
坂
・
朝
倉
台

第
５
投
票
区
大
福
小
学
校
ク
ラ
ブ
室

大
福
・
東
新
堂
・
新
屋
敷
・
西
之
宮

第
６
投
票
区
上
之
郷
公
民
館

萱
森
・
中
谷
・
白
木
・
和
田
・

芹
井
・
笠
・
三
谷
・
小
夫
・

小
夫
嵩
方
・
滝
倉
・
修
理
枝

第
７
投
票
区
第
３
保
育
所

初
瀬
・
白
河
・
出
雲
・
吉
隠

第
８
投
票
区
三
輪
小
学
校
体
育
館

三
輪
・
金
屋
・
上
之
庄

第
９
投
票
区
織
田
小
学
校
玄
関
ホ
ー
ル

大
泉
・
大
西
・
芝
・
箸
中
・
茅
原

第
10
投
票
区
桜
井
北
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
穴
師
・
巻
野
内
・
辻
・
草
川
・
太
田
・

大
豆
越
・
東
田
・
江
包
・
豊
前
・
豊
田

◇
投
票
の
で
き
る
人

①�

平
成
６
年
４
月
１
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
で
、
本
市
に
住
所
が

あ
り
、
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地

に
つ
き
耕
作
の
業
務
を
営
む
人

②�

①
の
同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の

配
偶
者
で
平
成
６
年
４
月
１
日

以
前
に
生
ま
れ
、
年
間
お
お
む

ね
60
日
以
上
耕
作
し
て
い
る
人

※�

今
回
の
選
挙
は
本
年
１
月
１
日

現
在
で
本
人
の
申
請
に
基
づ
い

て
調
整
し
た
農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
に
登
載
さ
れ
て
い

る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇�

投
票
日
時

　

７
月
６
日
（
日
）
予
定

　

�

午
前
７
時
～
午
後
６
時

※�

通
常
選
挙
の
投
票
時
間
と
異

な
っ
て
い
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

◇
投
票
場
所　

下
記
一
覧
表

◇
立
候
補
届
出

　

日
時
…
６
月
29
日
（
日
）
予
定

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　

場
所
…
市
役
所
２
階
大
会
議
室

※�

立
候
補
予
定
者
に
は
、
６
月
２

日
（
月
）
以
降
に
、
立
候
補
届

出
関
係
の
諸
用
紙
を
選
挙
管
理

　

委
員
会
で
渡
し
ま
す
。

　

�

宣
誓
書
」
を
記
入
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

◇�

そ
の
他　

不
在
者
投
票
、
代
理

投
票
、
点
字
投
票
、
そ
の
他
選

挙
に
関
す
る
こ
と
は
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
２
４
１
）
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
選
挙
管
理
委
員
会
】
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募集

女
性
消
防
団
員
募
集

　

桜
井
市
消
防
団
で
は
、
地
域
の

安
全
・
安
心
を
守
っ
て
い
た
だ
け

る
女
性
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

「
主
な
活
動
内
容
」

①�

火
災
予
防
・
地
域
防
災
に
関
す

る
広
報
、
指
導

②
応
急
手
当
の
普
及
活
動

③�

消
防
団
・
消
防
署
が
行
う
主
要

行
事
へ
の
参
加

④
災
害
時
の
後
方
支
援

▽�

応
募
資
格　

桜
井
市
内
に
居
住

す
る
人
で
18
歳
以
上
45
歳
未
満

の
健
康
な
女
性

▽�

応
募
方
法　

入
団
申
請
書
（
危

機
管
理
課
で
受
け
取
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内「
募
集
情
報
」

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
）
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、直
接
持
参（
平

日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
受
付
）
ま
た
は
郵
送　

▽
応
募
締
切
日　

７
月
11
日（
金
）

▽�
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

危
機

管
理
課
消
防
団
係
（

42
‐

９
１
１
１
内
線
３
０
８
）

【
危
機
管
理
課
】

放
送
大
学
で
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

　

10
月
入
学
の
出
願
は
６
月
15
日

（
日
）
か
ら
８
月
31
日
（
日
）
ま

で
受
付
し
て
い
ま
す
。

　

資
料
は
無
料
で
す
の
で
、
気
軽

に
放
送
大
学
奈
良
学
習
セ
ン
タ
ー

（

０
７
４
２
‐
20
‐
７
８
７
０
）

ま
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
放
送
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
出
願
で
き
ま
す
。

【
社
会
教
育
課
】

住
宅
相
談
窓
口

　

安
全
で
安
心
な
住
ま
い
づ
く
り

の
た
め
に
県
に
登
録
さ
れ
た
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▽�

日
時　

６
月
・
８
月
・
10
月
・

12
月
・
平
成
27
年
２
月
の
第
３

木
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時

（
事
前
予
約
制
）

▽
場
所　

市
役
所
２
階
相
談
室

▽�

相
談
内
容　

住
ま
い
の
新
築
・

改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
等
の
基
礎

的
な
相
談
・
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
に
関
す
る
基
礎
的
な
相

談
・
住
ま
い
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
関
す
る
相
談
・
そ
の
他
の
住

ま
い
に
関
す
る
法
律
や
制
度
お

よ
び
整
備
の
相
談

▽�

対
象
者　

市
内
在
住
ま
た
は
市

内
に
土
地
・
家
屋
を
有
す
る
人

▽
定
員　

３
人
／
１
日

▽
費
用　

無
料

▽�

申
込
方
法　

電
話
連
絡
後
、
申

込
書
記
入

▽�
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

営
繕

課
（

42
‐
９
１
１
１ 

内
線

２
１
９
）　　
　
　

 【
営
繕
課
】

教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す

　

平
成
27
年
度
小
学
校
に
就
学
予

定
で
、
発
達
に
心
配
の
あ
る
幼
児

の
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
相

談
を
希
望
す
る
人
は
、
現
在
通
っ

て
い
る
幼
稚
園
・
保
育
所
等
を
通

じ
て
申
込
む
か
、
直
接
学
校
教
育

課
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▽�

申
込
期
間　

６
月
２
日
（
月
）

～
30
日
（
月
）

※�

小
中
学
校
在
学
の
人
は
、
各
学

校
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育

課
（

42
‐
９
１
１
１
内
線

６
０
６
）　　

 【
学
校
教
育
課
】

楽しく作りましょう！
「わくわくクッキング」（全３回）受講者募集

▽対象者　市内の小学生（１年生～６年生）と保護者
※３回すべて参加できる人

▽定員　12組

▽場所　中央公民館２階　調理実習室

▽実施時間　午前９時 30分～ 11時 30分
※�多彩な食材を使用しますので、アレルギー等ある人は問
い合わせてください。
開催日 内　容 金額 (1 人 )

７/ ６（日）
第１回：楽しいおやつ
「ヘルシーなおやつ作り」
講師：食生活改善推進委員協議会

３００円

９/27（土）

第２回：食の知恵
「元気になる朝食」
講師：衛生指導員・管理栄養士
　　　大川　美佐子さん

４００円

12/20（土）

第３回：季節を楽しむ
「クリスマスパーティー」
講師：衛生指導員・管理栄養士
　　　大川　美佐子さん

５００円

▽ �申込方法　ハガキまたはＦＡＸに①講座名「わくわくクッ
キング」②住所③氏名（ふりがな）〈子どもと保護者とも〉
④学年⑤電話番号を記入のうえ、６月 16日（月）までに、
下記申込先へ。
※申込多数の場合は、抽選となります。
※電話申込みはできません。

▽ �申込・問い合わせ先　社会教育課（〒 633 ‐ 8585 大字
粟殿 202 42 ‐ 9111 内線 608・ＦＡＸ 45‐ 0962）　

　【社会教育課】

犬の飼い主のみなさんへのお願い
犬のしつけやフンの処理は飼い主のマナーです。
一人のマナーの低下により、周囲には多大な迷惑
がかかります。犬の散歩時にはフンを処理する道
具を持参し、飼い主が責任を持って後片付けをし
ましょう。また、犬・猫のご相談な
どは、動物愛護センター（ 0745
‐ 83 ‐ 2631）へ問い合わせてくだ
さい。
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年金支給額のお知らせ
　平成２６年度の年金支給額が変更になります。
　ただし、国民健康保険税、市・県民税、介護保険
料および後期高齢者医療保険料が特別徴収の対象に
なっている人は、受け取り額が変更になる場合があ
ります。

▽ �問い合わせ先　保険医療課保険年金係（ 42‐9111 内線 528）　　　　　　　　　　　 【保険医療課】

平
成
26
年
度
の
年
金
額

基 礎 年 金 の 種 類 年金額（年額）
老齢基礎年金（満額） 772,800 円

障害基礎年金 1 級 966,000 円
2 級 772,800 円

遺 族 基 礎 年 金
（子が1人ある妻が受けるとき） 995,200 円

老 齢 福 祉 年 金 395,900 円

後期高齢者医療制度に加入のみなさんへ

《健康診査のお知らせ》
　いつまでもすこやかに過ごすために…
　糖尿病等の生活習慣病の早期発見、早期治療を目
的として健康診査を実施します。
※�受診券は 5月下旬にお送りしています。（4月以
降に 75 歳になる人は、誕生月の 2か月後に発送
します。）

▽実施期間　6月 1日～平成 27年 1月 31日

▽ �実施場所　市内の協力医療機関および県内の協力
医療機関（市内の協力医療機関の名称等は、5月
下旬にお送りした受診券に同封しています。）

▽ �健診内容　◎問診　◎身体計測、血圧測定、尿検
査　◎血液検査　◎心電図

▽費用　５００円

　

　年齢を重ねるとともに、からだ
は衰えやすくなり、病気にかかる
危険性も高くなるなど、健康上の
さまざまな不安が増してくるもの
です。
　しかし、健康管理に努めることによって老化を遅
らせたり、自立した生活が継続でき、病気を防いだ
り進行を抑えたりすることもできます。
　ぜひこの機会に受診しましょう。
※�治療の一環として同様の検査を受けている場合
は、この健康診査を受ける必要はありませんので、
医療機関に受診中の人はお医者さんに相談してく
ださい。

▽ �問い合わせ先　保険医療課医療係（ ４２‐
９１１１内線５２２・５２４）　　　【保険医療課】

国民健康保険に加入のみなさんへ

平成 26 年度  特定健診 が始まります！
①�受診券は届きましたか？
　対象者（4 月 1 日現在、桜井市国保に加入の
40～ 74 歳）には、5月中旬～下旬頃にピンク色
の封筒で、受診券を送付しています。
※ �4 月 2日以降に桜井市国保に加入された人、6
月９日を過ぎても受診券が届かない人は、保険
医療課給付係まで問い合わせてください。

　　　
②受診する日は決まっていますか？
　６月１日～平成２７年２月 28 日までの期間で
あればいつ健診を受けても大丈夫ですが、血液検
査は検査前の約３か月間の生活習慣が大きく影響
するといわれています。
　普段の体の状態を知るためには、一時的に生活
が乱れがちな年末年始を避け ”夏～秋頃 ”の受診

がオススメです！年明けの受診は、特に混雑しま
すので早めに受診しましょう。

③受診する病院は決まっていますか？
　受診券に同封している「受診案内」には、桜井
市内の特定健診を実施している医療機関を掲載し
ています。桜井市外での受診を希望の場合は、給
付係まで問い合わせてください。かかりつけの医
療機関がない人、がん検診と同時に受けたい人は、
がん検診と特定健診のセット健診を用意していま
す。詳しくは受診券同封の「受診案内」を確認し
てください。
　ご好評につき…特定健診と肺がん検診・胃が
ん検診とのセット健診の日程を増設しました！

▽ �問い合わせ先　保険医療課給付係　（ ４２‐
９１１１内線５２７・５２６）　　　【保険医療課】

お知らせ
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お知らせ

 児童手当現況届を提出してください！
　現在手当を受給している人が６月以降も引き続い
て手当を受給するために、「児童手当現況届」の提出
が必要になります。
　対象者には、５月下旬頃に現況届用紙を送付して
いますので、児童福祉課に提出してください。

▽提出期限　６月２日（月）～ 30 日（月）

▽
�

�必要なもの　・現況届用紙・認印・健康保険証（受
給者本人のもの）の写し→厚生年金・共済年金加
入者のみ必要です。桜井市国保加入者や年金未加
入者は必要ありません。・別居監護申立書（児童と

別居している場合に必要）→受給者が養育する 18
歳までの児童が市外に居住している場合は、児童
を含む世帯全員の住民票謄本（本籍・続柄の記載
があるもの）を添付してください。
　その他、平成 26 年１月１日現在で桜井市に住民票
がなかった人は、平成 26 年度の課税（非課税）証明
書を前住所地で取得して、現況届と併せて提出して
ください。

▽手当支給月
　�６月・10 月・２月のそれぞれ 15 日（土・
日・祝日の場合は、その前の平日）に、
各月の前月分までの手当を支給します。

☆手当支給額
年　　　　齢 支給月額

０～３歳
（３歳の誕生月まで）

１５，０００円

３歳～小学校修了前
（第１子・第２子）

１０，０００円

３歳～小学校修了前
（第３子以降）

１５，０００円

中学生 １０，０００円

その他、所得制限額を超える
人の児童は、一律月額

５，０００円

☆所得制限限度額
平成 26 年度（平成 25 年中）所得（単位：万円）
住民税扶養親族の数 所得限度額

０人 ６２２．０
１人 ６６６．０
２人 ６９８．０
３人 ７３６．０
４人 ７７４．０
５人 ８１２．０

　火災・救急・救助は１１９番

　近年、救急車の出動要請が多くなっ
ています。当市では、緊急の病気やケ
ガから大切な命を救うために３台の救
急車が２４時間体制で活動しています。もし安易に
救急車を要請すると、本当に救急車を必要とする事
故等が発生したとき、救急現場への到着が遅れるこ
とで救える命が救えなくなるおそれがあります。
　救急車を必要かどうか迷った場合は、奈良県救
急安心センター相談ダイヤル「♯７１１９」（ダイ
ヤル回線・ＩＰ電話からは ０７４４ ‐ ２０ ‐
０１１９）か、こども救急電話相談「♯８０００」（ダ
イヤル回線・ＩＰ電話からは ０７４２ ‐ ２０ ‐
８１１９）を利用してください。
※�こども救急電話相談は平日午後６時～翌朝８時、
土曜日は午後１時～翌朝８時、日曜・祝日は終日
対応しています。
　
　救急車を本当に必要とする人のために、みなさん
のご理解とご協力をよろしくお願いします。

　当市では、救急車が要請を受けてから現場に到着
するまでの平均時間は約７分です。たかが７分です
が、この７分間が傷病者の生命を左右することがあ
ります。そんな時、その場に居合わせた人（バイス
タンダー）が応急手当を速やかに行えば、救命率の
向上や経過にも良い影響を与えることは、医学的に
も明らかです。実際の救急現場においても、バイス
タンダーが応急手当を行い救急隊に引継ぎ、尊い命
が救われた事例が数多く報告されています。また、
近年一般市民による自動体外式除細動器（ＡＥＤ）
の使用が認められ、一般市民による応急手当の必要
性がさらに高まっています。
　救命講習会の講習方法も様々あり、２日間に分け
て受講する方法など、市民の方々にとって今までよ
りもさらに受講しやすくなるような方法もあります
ので、市民のみなさんも講習会で正しい応急手当の
方法を身につけ、家族の命はもちろん、あらゆる人々
の救命に役立てましょう。
　救命講習会等の問い合わせ・申込みは、奈良県広
域消防組合桜井消防署　警防課救急係（ ４２‐
４１１９）まで。　　　　　　　　　　  　【消防署】

　詳しくは、児童福祉課こども福祉係（ 42 ‐
9111 内線 281）まで問い合わせてください。　

　【児童福祉課】
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相談・募金

《 無 料 相 談 コ ー ナ ー 》
相 談 内 容 日 時 場所 予約 申 込・ 問 い 合 わ せ 先

中南和法律
相談センター
法律相談

日常お困りの法律問題
（予約面談制）
〈先着 6名・各 30 分間〉

毎週火曜日
（祝日は除く）
13：00 ～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
相談日の 1 週間前の火曜日の午前
9時 30 分から電話で奈良弁護士会
へ。（ 0742‐22‐2035）【市民協働課】

※火曜日以外にも他会場での相談窓口があります。詳しくは奈良弁護士会へ問い合わせてください。

無料
法律相談

弁護士による法律相談
（予約面談制）〈市内在住・
先着 7名・各 25 分間〉

6月 12 日（木）
13：00 ～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
6月 2 日（月）午前 8時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111内線534）【市民協働課】

※無料法律相談は市内在住者で、今までに無料法律相談を受けていない人のみ利用できます。

司法書士に
よる
法律相談

借金問題、土地建物・会社
法人の登記、相続、遺言な
どの相談（予約面談制）
〈先着５名・各 40 分間〉

① 6月 13 日（金）
13：00 ～ 16：20 市役所

2階
相談室

要

①6月3日（火）午前8時30分以降
②6月11日（水）午前8時30分以降
に電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111 内線 534）【市民協働課】

② 6月 26 日（木）
13：00 ～ 16：20

税理士に
よる
税務相談

税金についての相談
（予約面談制）
〈先着 5名・各 30 分間〉

6月 18 日（水）
13：00 ～ 16：00

市役所
2階
相談室

要
6月 4 日（水）午前 8時 30 分以降に
電話で市民協働課市民生活係へ。
（ 42‐9111内線534）【市民協働課】

※�税理士（税理士法人）に依頼されている人は利用できません。

行政書士に
よる
法務相談

営業許可、帰化など身分に
関する事、近隣トラブルな
どの相談（予約面談制）
〈先着 5名・各 40 分間〉

6月 27 日（金）
13：00 ～ 16：20

市役所
2階
相談室

要

6 月 13 日（金）午前 8 時 30 分以
降に電話で市民協働課市民生活係
へ。（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

消費生活
相談

消費（買物・契約等）・
多重債務などの相談

毎週火・木・金曜日
（祝日は除く）
10：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42 ‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】

行政相談
行政に関する相談 6月 11 日（水）

13：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
市民協働課市民生活係
（ 42‐ 9111 内線 534）

【市民協働課】
※�予約は不要ですが、当日に受付が必要ですので、市民生活係までお越しください。

　　福祉の
『心配ごと相談』

日常生活における様々な悩み
ごとや心配ごとなどの相談

毎週木曜日
10：00 ～ 15：00

福祉セン
ター分館 不要 相談日には電話相談（ 42‐6804）

も行います。　　 【社会福祉協議会】

若者自立の
ための相談会

高校中退者・ニート・引
きこもりなどの相談

6月 2日～ 30 日
（日・祝日除く）
  9：00 ～ 18：00

桜井駅南口
駅前　エル
ト桜井 2階

不要
若者サポートステーションやまと
（ 44 ‐ 2055）

【商工振興課】
人権擁護委員
による

『悩みごと相談』

人権に関わる様々な悩み
ごと

6月 2日（月）
13：00 ～ 16：00

市役所 1階
消費生活
相談室

不要
人権施策課人権係
（ 42 ‐ 9111 内線 562）

【人権施策課】

女性相談

女性の様々な問題や悩み
（夫婦・育児・介護・ド
メスティックバイオレン
スなど）

６
月
23
日（
月
）

面接相談
12：30～15：00

まほろば
センター 要 相談日の午前中までに人権施策課

男女共同参画係へ。
（ 42 ‐ 9111 内線 564）
◎匿名での相談も可。【人権施策課】

電話相談
10：00～11：30 42‐1973 不要

「
川
の
彩
り
花
づ
つ
み
事
業

代
金
」
平
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橋
会 
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井

菜
の
花
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

様

１
０
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０
０
円

《4月分》
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。
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機
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】



29

催し・講座・教室（市内）

第
49
回　

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

▽
日
時　

６
月
12
日
（
木
）

　

午
後
０
時
15
分
～
０
時
45
分

▽
場
所　

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

▽�

内
容　

み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ

う
▽
費
用　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

文
化
を
考
え

る
桜
井
市
民
の
会
（

０
９
０

‐
６
７
５
１
‐
５
７
０
８
）

【
社
会
教
育
課
】

さ
く
ら
シ
ョ
ッ
プ　

開
催　

～
市
内
福
祉
施
設
で
作
ら
れ
た

も
の
、
販
売
し
ま
す
～

▽�

日
時　

６
月
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日
（
木
）

午
後
０
時
45
分
～
１
時
30
分

（
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

終
了
と
同
時
に
開
店
）

▽
場
所　

市
民
会
館
ロ
ビ
ー

※
入
場
無
料
・
予
約
不
要

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係
（
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‐

９
１
１
１ 
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線
２
７
３
）

【
社
会
福
祉
課
】

市
観
光
協
会
主
催
事
業

万
葉
ゆ
か
り
の
地
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ま
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け

三
輪
の
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を
歩
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ハ
イ
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市
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
会
の
メ
ン
バ
ー
が
三
輪
の
町
の

隠
れ
た
魅
力
を
ご
案
内
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▽�

日
時　

６
月
１
日
、
８
日
、
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日
、
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日
、
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日
（
各
日
曜
日
）　

　

※
予
約
不
要

▽�
集
合
時
間
・
場
所

　

午
前
９
時
45
分
・
JR
三
輪
駅
前

▽�

コ
ー
ス
（
約
３
㎞
）　

三
輪
駅
→
大
神
神
社
→
大
美
和

の
杜
展
望
台
→
三
輪
茶
屋
跡
→

恵
比
須
神
社
→
古
い
商
家
街
並

み
→
三
輪
駅
（
正
午
頃
解
散
）

▽
費
用　

無
料

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

市
観
光
協
会

　
（（
・
ＦＡＸ
42
‐
７
５
３
０
）

桜
井
市
本
町
通
・
周
辺
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
主
催

活
き
活
き
講
座

◆�

身
体
の
不
思
議
講
座
〜
良
い
姿

勢
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

▽�

講
師　

中
川
征
士
さ
ん

　
　
　
　
（
理
学
療
法
士
） 

▽
日
時　

６
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　

午
後
７
時
～

▽�

場
所　

桜
井
本
町
通
り
２
丁
目

た
ま
り
場
（
旧
マ
エ
ダ
ふ
と
ん

店
）

▽
申
込
締
切
日　

６
月
７
日（
土
）

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

電

話
で
、
三
宅
嘉
彦
（
大
字
桜

井
１
０
０
０
ヘ
ア
ー
モ
ー
ド

サ
ロ
ン
ミ
ヤ
ケ

０
９
０
‐

３
０
５
０
‐
０
７
７
１
）
へ

申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
】

お
り
が
み
講
座

　

～
お
り
が
み
で
作
る

　
　
　
　
　
　

季
節
の
色
紙
～

▽
日
時　

６
月
27
日(

金)

　

午
前
10
時
～
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館
研
修
室

▽
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の

人▽
募
集
人
数

　

�

20�
人
（
定
員
に

な
り
次
第
終
了
）

▽
講
師　

　

岡
田
幸
与
さ
ん

▽�

作
品　

お
り
が
み
で
作
る
季

節
の
色
紙

▽
材
料
費　

４
０
０
円

▽
申
込
締
切
日　

６
月
18
日（
水
）

▽�

申
込
方
法　

材
料
費
を
そ
え

て
中
央
公
民
館
窓
口
へ
。

※
電
話
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
月･

火
曜
日
は
休
館
で
す
。

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

中
央
公
民
館
（

45
‐

０
９
６
５
）　 【
中
央
公
民
館
】

公
民
館
に
泊
ま
っ
て
み
よ
う

　
「
集
ま
れ
！　

桜
井
キ
ッ
ズ

　
　
　
　

    

公
民
館
で
大
冒
険
」

　

異
年
齢
の
子
ど
も
た
ち
が
食
事

作
り
か
ら
後
片
付
け
ま
で
、
共
同

生
活
を
体
験
し
ま
す
。
参
加
者
に

は
事
前
に
説
明
会
を
開
き
、
詳
し

い
内
容
と
し
お
り
の
配
付
を
し
ま

す
。

▽�

日
時　
《
集
合
》８
月
２
日（
土
）

午
後
３
時 

《
解
散
》
８
月
３
日

（
日
）
正
午

▽
場
所　

中
央
公
民
館

▽�

対
象
者　

小
学
校
４
年
生
～
６

年
生
（
15
人
）

▽
参
加
費
用　

１
、５
０
０
円

▽�
準
備
物　

パ
ジ
ャ
マ
・
着
替
え
・

エ
プ
ロ
ン
・
タ
オ
ル
ケ
ッ
ト
等

▽�

申
込
方
法　

ハ
ガ
キ
ま
た
は

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
①
講
座
名
「
集
ま

れ
！
桜
井
キ
ッ
ズ　

公
民
館

で
大
冒
険
」
②
住
所
③
氏
名

（
子
ど
も
と
保
護
者
と
も
）
④

学
年
⑤
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
７
月
11
日
（
金
）
ま
で

に
、
左
記
申
込
先
へ
。
中
央
公

民
館
窓
口
で
の
受
付
も
可
能

で
す
。

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と

な
り
ま
す
。

※
電
話
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

社

会
教
育
課
（
〒
６
３
３
‐

８
５
８
５
大
字
粟
殿
２
０
２

42
‐
９
１
１
１
内
線

６
０
８
・
FAX 
45
‐
０
９
６
２
）

【
社
会
教
育
課
】

　差別をなくす市民集会
多数のご参加をお待ちしています。
手話通訳・要約筆記あります。

▽日時　７月５日（土）
　　　　午後１時３０分開会

▽場所　桜井市民会館

▽テーマ　自分らしく生きていこう
　～体は男性、心は女性という運命に
　　　　　　　　　　　　　翻弄されながら～

▽ �講師　地元桜井市出身の
　歌手・モデル
　　　　麻倉ケイトさん

▽主催　桜井市
　桜井市教育委員会
　桜井市人権教育推進協議会

～入場無料～
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催し（市外）

奈
良
県
立
明
日
香
養
護
学
校
の

学
校
見
学
会
・
体
験
学
習
・
教

育
相
談
に
つ
い
て

【
学
校
見
学
会
】

▽
実
施
日　

６
月
11
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

▽�

対
象　

肢
体
不
自
由
を
有
す
る

幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
、

特
別
支
援
学
級
担
当
者
お
よ
び

通
園
施
設
等
の
職
員
等
。

【
体
験
学
習
】

▽�

実
施
日　

７
月
２
日
（
水
）

　
　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

▽�

対
象　

肢
体
不
自
由
を
有
す
る

５
歳
以
上
の
幼
児
、
小
・
中
学

生
と
そ
の
保
護
者
・
関
係
者
等
。

【
教
育
相
談
】

▽�

相
談
日　

調
整
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
電
話
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象　

肢
体
不
自
由
を
有
す
る

幼
児
・
児
童
・
生
徒
の
保
護
者

お
よ
び
担
任
等
。

▽
相
談
内
容　

○�

肢
体
不
自
由
を
有
す
る
子
ど
も

の
就
学
、
入
学
、
転
入
学
に
関

す
る
こ
と
。

○�

病
弱
の
生
徒
の
入
学
、
転
入
学

に
関
す
る
こ
と
。

○�

教
育
上
の
指
導
に
関
す
る
こ
と
。

○�

健
康
、
自
立
活
動
、
進
路
指
導
、

交
流
及
び
共
同
学
習
、
特
別
支

援
教
育
等
。

※�

病
弱
部
門
の
学
校
見
学
・
体
験

学
習
は
随
時
受
付
中
で
す
。

▽��

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

県
立
明
日
香
養
護
学
校
（

54

‐
３
３
８
０
） 【
学
校
教
育
課
】

「
飛
鳥
・
藤
原
」
世
界
遺
産
登

録
の
意
義
を
考
え
る
講
演
会　

　　

世
界
遺
産
登
録
の
意
義
を
、「
飛

鳥
・
藤
原
」
の
考
古
学
遺
跡
と
、

昨
年
世
界
遺
産
へ
登
録
さ
れ
た
富

士
山
の
事
例
か
ら
考
え
ま
す
。

▽
日
時　

６
月
14
日
（
土
） 

　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

▽
場
所　

か
し
は
ら
万
葉
ホ
ー
ル

▽�

講
師　

松
村
恵
司
さ
ん
（
奈
良

文
化
財
研
究
所
所
長
）、
近
藤

誠
一
さ
ん
（
前
文
化
庁
長
官
）

▽�

申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
か
Ｆ

А
Ｘ
で
、
氏
名
・
住
所
・
電
話
番

号
・
参
加
人
数
を
書
い
て
６
月

６
日
必
着
で
橿
原
市
世
界
遺
産

推
進
課
講
演
会
係
（
〒
６
３
４

-

８
５
８
６
橿
原
市
八
木
町
１
‐

１
‐
18
FAX 
20
‐
１
５
２
８
）
へ
。

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

橿
原
市

世
界
遺
産
推
進
課
（

21-

１
１
１
４
）

【
観
光
ま
ち
づ
く
り
課
】

な
ら
男
女
共
同
参
画
週
間
イ
ベ

ン
ト
２
０
１
４

　
「
人
生
充
実
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

～
幸
福
度
を
上
げ
る
働
き
方
～
」

と
題
し
た
記
念
講
演
、
劇
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
行
い
ま
す
。
申

込
不
要
、
全
日
入
場
無
料
で
す
。

▽�

テ
ー
マ　
「
女（
ひ
と
）と
男（
ひ

と
）
共
に
担
え
る
参
画
社
会
～

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

は
進
ん
で
い
ま
す
か
～
」

▽�

日
時　

７
月
３
日
（
木
）
～
６

日
（
日
）
各
日
午
前
10
時
～
午

後
４
時
（
７
月
３
日
は
午
後
２

時
～
４
時
の
記
念
講
演
の
み
）

▽�

場
所　

県
女
性
セ
ン
タ
ー
（
奈

良
市
東
向
南
町
６
）

【
人
権
施
策
課
】

企
業
合
同
説
明
会

～
事
前
申
込
み
不
要
～　

　　

県
内
の
求
人
企
業
約
15
社
が
就

職
希
望
者
に
対
し
て
会
社
概
要
や

求
人
内
容
等
を
説
明
す
る
企
業
合

同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
キ
ャ

リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
無
料
職

業
紹
介
所
登
録
面
談
あ
り
ま
す
。

▽�

日
時　

６
月
６
日
（
金
）

　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
４
時

▽�

場
所　

社
会
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
橿
原
市
大
久
保
町

３
２
０
‐
11
）

▽�

対
象
者　

平
成
27
年
３
月
大
学

卒
業
予
定
者
お
よ
び
お
お
む
ね

45
歳
未
満
の
求
職
者

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

な
ら
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
（
一
社
）
奈
良
経
済
産

業
協
会
（

０
７
４
２
‐
20
‐

２
２
１
０
）

学
生
・
若
年
者
向
け
県
内
求
人

情
報
を
発
信

「
奈
良
で
働
く
フ
ェ
ア
」
開
催

　

奈
良
県
出
身
者
の
多
い
県
外
の

総
合
大
学
で
県
内
企
業
の
企
業
合

同
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
県
内

の
メ
ー
カ
ー
が
多
数
参
加
し
ま

す
。
予
約
不
要
、入
場
無
料
で
す
。

▽�

日
時
・
場
所　
　

・�

６
月
11
日
（
水
）
午
後
１
時
～

５
時
（
受
付
：
正
午
～
）

　

関
西
大
学
千
里
山
キ
ャ
ン
パ
ス

・�

６
月
25
日
（
水
）
午
後
１
時
～

５
時
（
受
付
：
正
午
～
）

　

近
畿
大
学
東
大
阪
キ
ャ
ン
パ
ス

▽�

対
象　

奈
良
で
就
職
を
考
え
て

い
る
大
学
生

▽�

問
い
合
わ
せ
先　

奈
良
し
ご

と
ⅰ
セ
ン
タ
ー
無
料
職
業
紹

介
所
（

０
７
４
２
‐
23
‐

５
７
２
９
）　 【
商
工
振
興
課
】

　６月は環境月間です。自然環境を守る手段のひとつにリサ
イクルがあります。家庭から出された粗大ごみの中から、手
直しして使えるようにしたものを展示します。希望者には抽
選で提供します。
【リサイクル自転車・家具の展示・申込受付】※ 1人１点のみ
○日時　6月 16 日（月）～ 22 日（日）午前 9時～午後 4時
※ 6月 22 日（日）の受付時間は午前９時～午後１時
○場所　桜井市グリーンパーク夢市場
○対象　市内在住の人
【抽選発表】　グリーンパー�ク夢市場で６月 22 日（日）
　　　　　　午後１時から抽選・掲示
【自転車・家具引渡】
○�日時　6月 22 日（日）抽選発表後～ 6月 27 日（金）
　　　　午前 9時～午後 4時
※�自転車の引渡し時に防犯登録料 500 円を預ります。
※�善意銀行への募金をお願いします。

▽問い合わせ先　桜井市グリーンパーク業務課
                                  （大字浅古 485‐1 45‐2001）  【環境部】

リサイクルフェアリサイクルフェア
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スポーツ

小
学
生
水
泳
教
室

▽�

日
時　

７
月
23
日
（
水
）
～
25

日
（
金
）
28
日
（
月
）
29
日
（
火
）

の
５
日
間　

午
前
９
時
45
分
～

正
午

▽
場
所　

市
民
プ
ー
ル

▽�

対
象
者　

市
内
在
住
の
小
学

１
・
２
年
生

▽
定
員　

60
名

▽
参
加
費　

１
人
４
、０
０
０
円

▽�

申
込
開
始　

７
月
１
日
（
火
）

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
切
）

▽�

申
込
方
法　

往
復
ハ
ガ
キ
に
住

所
・
氏
名
・
学
年
・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
（
返
信
用
の
宛
名
は

保
護
者
名
）
を
記
入
の
う
え
、

総
合
体
育
館
「
水
泳
教
室
」
係

（
〒
６
３
３
‐
０
０
０
１
大
字

三
輪
６
８
６
）
へ
。

小
学
生
陸
上
記
録
会

▽�

日
時　

７
月
26
日
（
土
）
午
前

９
時
開
会
式
〈
雨
天
中
止
〉

▽�

場
所　

芝
グ
ラ
ウ
ン
ド　

▽�

種
目　

50
ｍ
走
（
全
学
年
）・

80
ｍ
走
（
３
年
生
以
上
）・

１
０
０
ｍ
走
（
４
年
生
以
上
）・

走
幅
跳
（
全
学
年
）

▽
対
象
者　

市
内
在
住
の
児
童　

▽
申
込
締
切
日　

７
月
19
日（
土
）

芝
運
動
公
園
体
育
施
設
の

利
用
申
請
に
つ
い
て

　

申
請
は
利
用
を
希
望
す
る
日
の

属
す
る
月
の
前
月
の
１
日
か
ら
、

総
合
体
育
館
の
窓
口
で
受
付
し
ま

す
。
た
だ
し
、
行
事
等
で
利
用
で

き
な
い
日
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

施
設
の
安
全
管
理
や
設
備
上
使
用

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

申
請
方
法
・
利
用
料
金
等
と
併

せ
て
事
前
に
総
合
体
育
館
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
総
合
体
育
館　

45-

０
６
０
９ http://w

w
w

.net-taikyo.com

】

ス
ポ
ー
ツ
の
コ
ー
ナ
ー

スポーツ振興くじ（toto）助成事業・桜井宇陀サッカー教室の開催について

▽日時　6月 15 日（日）
　午前 10 時～午後 3時 30 分

▽場所　曽爾村ふれあいホール
　　　　　（曽爾村大字塩井）

▽ �参加対象者　圏域内（桜井市・宇陀市・曽爾村・
御杖村）に住所を有する 4、5歳～中学生（サッカー
未経験者や男・女は問いません）

▽参加費　無料

▽ �申込方法　封書により（結果連絡用「官製ハガキ」
同封のうえ）、桜井宇陀広域連合　サッカー教室係
（〒 633 ‐ 0021 大字倉橋 2116 ‐ 2）まで。参加申
込書および参加承諾書は、桜井宇陀広域連合ホー
ムページからダウンロードできます。

▽申込締切日　６月６日（金）（先着順 60 名）
※�詳しくは、桜井宇陀広域連合サッカー教室係
　（ 44‐1444）へ。　　　　　　　     【社会教育課】

今回は、市民目線で「桜井のとっておき」に選ばれた「大和
さくらい１００選」から、桜井市下

しも

にある 聖
しょうりんじ

林寺 のとってお
きビューポイントを紹介するでぇ～。

やっぱり、門前からの景色
が最高やで～。ここからは、
箸墓や三輪山もきれいに見
えるで。ぜひ一度訪れてみ
てや～。

「ひみこちゃんのページ」
http://www.city.sakurai.nara.jp/himiko/
index.html
桜井市役所　観光まちづくり課	
（ ４２‐９１１１内線３４８）
E-mail：kanko@city.sakurai.nara.jp

【観光まちづくり課】

今
月
の
市
税
・
保
険
料

市
税

■
市
県
民
税
〈
全
・
１
期
分
〉

※�納め忘れのない
ように注意して
ください。

納
期
限
は
６
月
30
日
（
月
）で
す
。

境
内
か
ら
の
眺
め
も

ス
テ
キ
や
な
ぁ
～



この広報紙は、再生紙を利用しています
桜井市ホームページアドレス　http://www.city.sakurai.nara.jp
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432-1（
0744-42-9111） ◇市民の動き◇　平成 26 年 4 月 30 日現在（前月比）

〈人口  59,525 人 (-76)〉〈男  28,340 人 (-33)〉〈女  31,185 人 (-43)〉〈世帯数  24,138 世帯 (+12)〉

広告掲載枠


